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日本藻 類 学 会 々 則

第 1条 本会は日本藻類学会と称する。
第 2条 本会は藻学の進歩普及を図り，併せて会員相互の連絡並に親11告を図るこ と

を目的とする。

第 3条 本会は前条の目的を述するために次の事業を行う。

1. 総会の開催 (年 1回)

2. 言語類に関する研究会，講習会，採集会等の開俄

3.定期刊行物の発刊

4. その他前条の目的をよ主するために必要な事業

第 4条 本会の事務所は会長のもとにおく。

第 5条 木会の事業年度は4月1日に始り， 翌年3月31日に終る。

第 6条 会員は次の 3穫とする。

1. 普通会員(藻類に関心をもち，本会の趣旨に賛同する個人叉は団体で，役員

会の承認するもの)。
2. 名誉会員(藻学の発達に貢献があり，本会の趣旨に賛同する個人で，役員会

の推azするもの)。
3. 特別会員(本会の飽旨に賛同し，本会の発展に特に寄与した伺人文は団体で，

役員会の推薦するもの)。

第 7条 本会に入会するには，住所，氏名(団体名).職業を記入した入会申込書を

会長に差出すものとする。

第 8条 会員は毎年会費 300円を前納するものとする。但し， 名誉会員及び特別会

員は会設を要しない。

第 9条 本会には次の役員をおし

会長 1名。 幹事若干名。 評議員若干名。

役員の任期は2ヶ年とし重任することが出来る。但し，評議員は引続き 3j羽選出さ

れることは出来ない。

役員選出の規定は別に定める。(附則第1条~第4条)

第 10条 会長I'J..会を代表し，会務の全体を統べる。幹事は会長の意を受けて日常の

会務を行う。
第 11条 持議員は評議員会をf8;r;':し，会の要務に関し会長の諮問にあづかる。評議

員会は会長が招集し，また文也:をもって，これに代えるこ とが出来る。

第 12条 本会は定期刊行物「部類」を年3回刊行し，会員に無料で頒布する。

(附員1])
第 1条 会長は総会に於いて会員中より選出される。幹事は会長が会員中より これ

を指名する。
第 2条 得議員の選出は次の二方法による。

1. 各地区別に会員中より選出される。その定員は各地区 1名とし，会員数が 50

名を越える地区では 50名までごとに 1名を加える。

2. 総会に於いて会長が会員中より若干名を推薦する。但し，その数は全評議員

の 1/3を越える ことは出来ない。

地区lJiiJは次の 7地区とする。
北海道地区。東北地区。関東地区(新潟，長野，山梨を含む)。中部地区(三電を含む)。

近微地区。中国 ・四園地区。九州地区 (沖縄を含む)。

第 3条 会長及び幹事付、3平議員を兼任することは出来ない.

第 4条 地区選出の評議員に欠員を生じた場合は，前任者の残余期間，次点者をも

って充当する。

第 5条 本会則は昭和 33年 10月26日より施行する。



揮発成分による海藻の分類並びにそれ等の

生化学的存在意義について

片 山 輝 久持

T.I王ATA Y AMA: Classi自cationof seaweeds through the 
volatile constitu巴ntsancl biochemical 

significance of their existence 

海藻の揮発成分については HE1LB"RONりは FUCU5vesiculosus Iζ ter-

penes並び!chentriacontanの存在を，HAAS2
)はPolysiρhoniafastigiata1ζ 

dimethylsulfideの存在を，高岡等3)は Dictyoρterisdivaricata Iと cadinene

の存在を， 小幡冬.:4) は Ulvaρertusa，Enteron~01ψhαsp. 中 lζ dimethylsul 

fideの存在をJ確認している。 CHALLENGER等5)は Polysiρhoniaj出tigiata，

P.ηzgrescensから dimethylsulfideの前駆物質である dimethylpropiothetin

を分離している。最近 ANDERSON等6)は Polysiρhoniαlanosa(P舟s:igiata

と同一海藻)より酵京を分離してdimethylpropiothetinIζ作用さし dimethyl-

sulfideと acrylicacidを生ずる 乙とを証明した。 ARMSTRONG等7)はdiatom

である Phaeodactylumtriconutt仰 を培養中 dimethylsulfideを発散する 乙

とを見出してい る。

著者は数年前より揮発成分[ζより海藻を分類する目的で， アオチ Ulva

ρgriuM83，アオノリ Ente1'01仰orρhasp. ') ， 三 ノレ• Codium Sp.l0)，海人草 Digenia

simPlex1l)， アナクナノリ PorPhJI1'atenera12
¥ ゴシブ Laminariasp.13¥ 

ヲミトラノオ Sargassum Sp.l.'¥ 等の揮発成分を分離確認 して報告 した。更

に乙れら持発成分の薬理作用 として糸 ミミ ズ殺虫力15) ミミ ズ筋肉収縮作

用的，抗菌性17) 姻虫lζ対する薬密作用叫につ き試験して報告 した。 本報告

に於いては，海藻による揮発成分の異同l川')並びに ζ れ等部発成分の生化学

的存在怠義lこっ きζれ迄{ζ得た矢口見につき閥単lζ述べる。

実験方法並びに実験結果

I 海藻の揮発成分の合呈と組脂肪の含量について : 揮発成分の合量

については既に報告した如 く，同一海部でも成育環境により 向， また品質に

より13¥ 採収時期により川，20)異なるn 揮発成分の合量については安藤町 の研

広島大学水商産学部水路学科

l 



80 E主類第8巻第3号昭和 35年 12月

究があるが， 著者が揮発成分の合量と組脂肪の含量及び dimethylsulfideの

分布を調べた結果は第 1表の如くである。

第 1表 組脂肪の合誌と揮発成分の合iit
並びに climethylsulficl巴の分布

海 言語 名 採収場 所
採収時期

揮発成分 主且JJ旨l加の climethyl-
の含丞 含 J品i1i sulficle 

[年・月) (%) (%) 
の分布

ア オ サ 広島県深安郡
Ulva T目-tusa 大手Il野海岸

1951. 10 0_019 0.26 十

qU 同U 〉J、 アオノリ 岡山県笠岡海

{ 戸門O H L4 

Enteromortha sp. 岸
1951. 5 0.021 0.45 十

ミ Jレ 広島県深安郡。
Codul1n sp. 

1951 9 0.034 
z 大津野海岸

0.45 + 
υ 

ヒト エ グサ 広詞島E県深安郡
Monostrorna sp. 大 野海岸

1951 7 0.018 0.24 + 

リν リコンブ
市 阪Laminaria sp 品 0.051 0.32 

ヒ ヂ 寸Jいー

ω U 同U 
Hizikia fusifol'me 市 l阪 品 0.053 0.31 

〉、 ヲ カ j 

..c Und.ω-za 
2D U 出4 

市 j仮 L口1口 0.054 0.52 
tinnatijida 

ぷ仏= ウミトラノオ 広島県深安郡
Saγgassu押~ sp 大jjil野海岸

1951 2 0.062 0.26 

カヤモノリ 愛知舞県知多郡
Scytosiphon sp 書rr 子

1951 3 0.053 0.27 

D海igel人zza草szn'lρlex 市 版
1 ロ'" 

0.087 0.28 

G仁山ZU J J 
づLノ 戸J い 広島県深安郡

一〉戸、 Gracilaria s p. 大門海岸
1950. 10 0.098 0.31 

E白L 

吋oコ テンク。サ
霊

」E4= Gelidium sp. 県 1950. 0.l30 0.22 

アサクサノリ 広島県福I.Li市
POlアhyl百 tenel'a 引野町

1952. 3 0.053 0.26 

上表の如く揮発成分の含量は粗脂肪の含量lζ比例せず，概して緑藻に少

く褐藻，紅藻lζ多く含まれ， また dimethyJsulfideは緑藻にのみ存在し，紅

- 2 ー



片山: 揮発成分による海藻の分類並びにそれ等の生化学的寄在意義について 81 

藻，褐藻にはみられなかった。一方 dimetylsulfideの分布についての既往の

文献を整理すると第 2表の如くである。

第 2表 海藻に於ける dimethylsulfideの分布

海 藻 名 発見者名

Ulva sp. CHALLENGER (1948) 

SpongomoゅhaSp. BYWOOD (1953) 

Enteromoゅhasp. 
OBATA et al. {(11995531) ) 
BYWOOD 

Chlorophyceae 

Monostroma latissimum KATAYAMA (1951) 

Codium sp. KATAYAMA (1951) 

Cladophora rupestris CHALLENGER (1947) 

Polysiphonia fastigiata E王AAS (1935) 

Polysiphonia nigrescens CHALLENGER (1948) 
Rhodophyceae 

H alidrys siliquosa CHALLENGER (1947) 

Ceramium rubrum CHALLENGER (1947) 

即ち緑藻の大部分，紅藻の一部に分布している乙とが確認されているが

褐藻には未だその報告をみない。

11. 海漢による揮発成分の異同: 著者は緑藻三種(アオサ lJlvaρar-

tusaベアオノ 9Enteromoゆhasp.9〉， ミノレ CodiumSp.l0¥ 褐藻二種(ヲミ

トラノオ SargassumSp.141，ゴシプ LaminariaSp.13))，紅藻二種(アサクナ

ノリ POゆhyra tener a12
)，海人草 Digeniasimplex1勺の揮発成分を分離確

認した結果は第 3表の如くである。

第 3表の如く phenol区， carbonyl区，脂肪酸の高沸点部，中性区分の

高沸点部には海藻による差異はみられないが， dimethylsulfide区， methan-

也iol，acrylic acid， furfuryl alcohol等!とは差異がみられた。 尚terpene系

化合物については目下赤外線吸収スペクトノレをとり，微量物質の確認を行な

っている。乙れ等については次報に譲る。

111. 海藻の香気と臭気成分について: 海藻の香気成分については，小

-3-
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第 3表 海藻による開発成分の異同19)

縦 藻 褐 泌 紅 言語

ヰ〉 亡、4匂 ~ 守マ '["¥ 

『。句拘、、=s 3 

、干Lペ、Et句K f 

〔ー ~:-1- ミさ ミ3
下丹、司

れム、占き9ミL3 J 

入ni望

、 e 弘、
3bC岨、匂ミ只一司告e、h-4 η t 

「 宮内、
1マ

MU Y 。、a
争号、4 PB 〈さ

hS b ミs 甘 、:。 .v 点同2f己T 令i'- ~手ドC 、 切ミ品

i'- ~ f、 >1Q J会=ミ ~ 。
Dimethylslllficle ト4) 十 4) 十 十 2)

Methantbiol ート ト 十 + 
Formic acicl + 十 十 十 + 十 + 
Acetic acicl ート + 寸ー 十 十 + + 
Acrylic acid + + + +的
Propionic acid ート + 十 守『 十 十 + 十

Blllyric acid 「 十 十 十 + 十 + 
Valeric aじid 寸司 + 寸ー 守『 十 ト 寸ー

Caproic acid ート + 十 + →ー 十

Caprylic acid + ート 十 守『 + + + 
Myristic Rcid 十 + -r + 十 十3) 十 十

Palmitic acicl . 十 ート 斗ー + + +3) ト 」ー

Linolic制:icl ート + 十 十 + 十

P.Crcsol + ー」 十 ート 十 十

FlIrfll ral + + ア + + + ト

Valeralclehycle + + + + + 十

Benzaldehyde Fト + 寸ー + + 十 寸ー

α.M巴thylfllrfural + ト 一 + ート + 十

Fllrfllryl alcohol 十 ート 十 十 十

Rf 0.21 alcohol 十 + 十

Rf 0.35 alcohol + + 
Rf O .~6 alcohol 十 イー

u .Pinene ート ト 十 →ト3) + 十

1: S-Cineol ート 十 十 十 + 
P-Cymene 十 + 十 ート + ト + 
Linalool 十 十 寸『 + 十 十 十

Geraniol 十 ト 十 + 十 十 十

Heneikosi1ne + + + + + ト 十

Hentriacoman 十り

Caιlinene +3) 

- 4 ー
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幡等4)は dimethylsulfideであることを明らかにしたが， その他， 著者は

benzaldehyde13¥ n-valeraldehyde13¥ furfurap3)， a-methylfurfurap3¥ a-

pinene8
¥ linaloo18

¥ geranio18
¥ furfuryl alcohop3)， 1.: 8・cineo19

)で，臭気成

分は仕imethylamine ~ぺ methanthiol131 低級脂肪酸13)， linolic acid 13)等の

不飽和脂肪酸， p-creso113)等であることを明らかにして既に報告した。

IV. 揮発成分の生化学的存在怠義について: 既述の如く， dimethyl-

sulfideの前駆物質である dimethylpropiothetin5
) は藻体内の酵素(最適 pH

5.1) ~とより dimethylsulfide と acrylic acidを生じベ acrylic acidは ammo-

Dlaその他の無機窒素化合物より s-alanineが作られていると考えられる。

+ ___ _____GSH 
(CH3'2 S CH2-CH2 COOH一一令 (CH3)2S+CH2: CH COOH+H+ 

NH2CH・CH2COOH

従って乙れ等の物質は藻体内のアミノ酸合成に重要な役割を果している

と考える。 乙れ等 dimethylpropiothetinより分解して生じた dimethylsul-

fideを含まない海藻については目下更に研究中である。

Benzaldehyde， n-valeraldehyde， a-methylfurfural， terpene系化合物

は，一般陸上植物同様藻体内に初めから含まれていたものと考えられるが，

furfuralは蒸溜の際糖の加熱により二次的に生じたものと想像される。

総括

1. 13種の海藻の揮発成分の含量と組脂肪の含量につき検討した結果，

揮発成分の合量は粗脂肪の含量に比例せず，概して緑藻に少し褐藻，紅藻

lζ多く含まれていることを明らかにした。

2. dimethylsulfide， acrylic acidは緑藻の大部分と紅藻の一部に存在

することを明らかにし，褐藻類には未だ見出されていない。中性区分の fur-

fury 1 alcoholは緑藻，褐藻に存在し，紅藻にはみられなかった。 chromato-

strip上 0.35の alcoholは褐藻のみに， Rf値 0.26の alcoholは紅藻のみに存

在した。 海藻により中性区分に劃然とした差異がみられ gaschromato-

graphy，赤外線解析等実施中である。

3. 海-藻の香気成分は dimethylsulfideの他， benzaldehyde， n-valer-

aldehyde， furfural， a-methylfurfur叫， a-pinene， d-limonene， linalool， 

geraniol， furfury 1 alcohol， 1: 8-cineol等で海藻の臭気成分は methanthiol，

trimethylamine，低級脂肪酸， linolic acid等の不飽和脂肪酸， p-cresol等で

-5-



84 藻類第8巻第3号昭和35年 12月

ある乙とを明らかにした。

4. 揮発成分として得られる dimethylsulfide，acrylic acid等の生化学

的存在意義を既往の文献より論じた。

本研究進展に当り御指導御鞭捲を賜っている九州大学農学部富山哲夫教

授に感謝の意を表する。また有益な助言を賜った本学部小山治行，藤山虎也

両助教授に謝意を表する。

Resume 

The contents of volatile components in seaweed is not proportional to the content 

of crude fats， being generally small in Chlorophyceae and larger in Phaeophyceae 

and Rhodophyceae. The algae belonging to the Chlorophyceae and the Phaeophyceae 

contain the same volatile compounds， suggesting a close phylogenetic relationship 

between these two algal groups. ln contrast， Chlorophyceae and Rhodophyceae 
contain di妊erentvolatile compounds， except dimethylsulfide and acrylic acid. 

The aroma-giving components of seaweeds are dimethylsulfide， benzaldehyde， 
n-valeraldehyde，α・methylfurfural，furfural， furfuryI alcohoI， linalool， geraniol， 1: 8・

cineol， the odorous components are methanthiol， trimethylamine， lower fatty acids， 
and p-cresol. 
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越後能生及び近傍の海藻ノート (3)

斎 藤 譲去を

Y. SAITO: Notes on Some MarineAIgae from 

Nou， Echigo， and its Vicinity (3) 

Laurencia niρρonica YAMADAクラソゾは 1931年山田幸男博士により，

越後能生を含む本州日本海沿岸各地と中国芝宋産の材料にもとずいて設けら

れた種で，能生からは筆者によっても採集，報告された (1956)，。筆者はその

後も採集調査を続けてきたが，現在までに能生・小泊・郷津の各沿岸で本種

の雄性配偶体及び雌性配偶体を各3個体ずっと多数の四分胞子体を得てそれ

ぞれ観察する乙とが出来た。筆者の知る限りでは，本種の生殖器官について

特に詳しい観察の発表された例は少ないと思うので，ここにその結果を報告

する。

御指導と本稿の校閲を賜わった時田敏先生に深く感謝するとともに，文

献のお世話をいただいた正置富太郎氏に御礼を申し上げる。また山田幸男博

士には種の査定について御指導をいただいたととを記し，厚く御礼を申し上

げる。

Laurencia niρρonica Y AMADA ヲラソゾ (Textfigs.1， 2， Pl. 1) 

YAMADA， 1931， p. 209， Pl. 9;稲垣， 1933， p. 56， Fig. 24; 岡村， 1936， p. 

855， Fig. 400;東， 1936， p. 8; TAKAMATSU， 1939， p. 75;大島， 1950，p.

148， Fig. 121;斎藤， 1956， p. 106. 

産地: 能生(山田、l.c.;斎藤， 5月， 1954， (f); 5月， 1956， O，♀，(f);6 

月， 1958， ED)，小泊(斎藤， 5月， 1956， (1))，郷津(斎藤， 8月， 1957， 

(D)o 

分布: 日本海沿岸では樺太海馬島(時国)，北海道忍、路湾(稲垣)，函館湾

(森武)， 利尻島(山田)， 奥尻島(長谷川)，東北地方の日本海及び津軽

海峡沿岸(高松)，飛島(広橋)，佐渡(野田)，越中富山湾(大島)，因幡

長門(山田);その他では千島(永井)，北海道根室，中国の芝宋(山田)。

〔註一下線は f.orientalis YAMADAの分布を示す。〕

後能生水産高等学校
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86 藻類第8巻第3号昭和 35年 12月

本種はすでにのべたように雌雄異株で，雌雄の体も四分胞子体も栄養体

構造には本質的なちがいはない。すなわち体は約 10cmから，大きいものは

約44cm~ζ達し，円柱状でときに多少扇圧し，直径約3mm まで太く，主軸

は常に明らかに存在する。多くは旬校により数本叢生し (Pl.1， Figs. A， C)， 

またときに体の下部で数本の主軸にわかれ (Pl.1， Fig. E)，互生， 対生まれ

に輪生をまじえた羽状の校を出し，披針状となる。枝は直径約 1.5mmまで

太く，それから更に羽状の小校を生じて，乙れも披針状になる乙とが多い。

主軸や校はと乙ろど乙ろからいぼ状か梶棒状のみじかい副枝を生じ，四分胞

子体ではその副校に四分胞子裂をつける乙とがある (Fig.1， b)。 末端枝は成

熟した雄性配偶体のほかは普通みじかい根棒状または円柱状で，先端は鈍円

かいぼ状に終り，体の頂端部以外の末端校は房状に分岐することが多い

a 

Fig. 1. Laurencia nipponica 

YAMADA ウラソゾ

a-c. 成実枝を持つ校の一部

d. 議呆を持つ校の一部

e， f. 精子器托を持つ枝の一部

(aは郷津採集，他は能生採集の標

本による。 )(2)

Fig. 2. Laurencia nipponica 

YAMADA ウラソゾ

a. 枝の横断面の一部(四分胞子体).

x22 

b. 精子器托の縦断面. x16 
c. 援果の縦断面. x16 
d. 成突校の縦断面の一部，四分胞

子裂を示す. )(22 

{aは郷津採集，他は能生採集の標本

による。)
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斎藤: 越後能生及び近傍の海藻ノート (3) 87 

(Fig. 1， a， b， d， e)。体の中央部附近の主軸の横断面で観察すると，表皮細胞

は直径約 28~44μ の円形か， それより放射状方向にやや長い楕円形または

方形に近く，髄部の細胞はそれと同じくらいのものから， 大きいものは 120

~140x70~90μ に達するものもみられ， 細胞膜はかなり厚くところどころ

に半月形肥厚部を持つが，乙れは老成したものほど明らかにみえるようにな

る (Fig.2， a)。 また老成したものは体の下部が中空になることがある。 体色

は一般に暗紫紅色で質も割合軟かく，老成すると黄色みを帯びて軟骨質とな

り，不充分ではあるが紙に附着する。体表面にはときに無節ナシゴモ類の着

生をみるし，まれにネパリモの類が生じているものもあった。

雄性配偶体は 3個体得られたが，その長さは各 19cm (Pl. 1， Fig. E)， 15 

cm， 13.5 cmで，体色は紫紅色を示し， 19cmの個体はやや黄色みを帯びて

いる。精子形成については， KYLIN (1923)が Laurenciaρinnalifidaを用い

て詳細な研究を行なっているが，本種の筆者採集の材料では採集時期がおそ

すぎたためか， 精子器へ 精子襲後については充分な観察は出来なかった。

しかし各末端枝の頂端に直径 O.72~1.08 mmの円盤状にふくれた精子器托後

があり (Fig.1， e， f)，乙の頂端には精子袈を持つ精子器が収められていたと思

われる凹みがあり，その凹みの内面には末端校の表皮細胞より小型の細胞が

列していることが確認された (Fig.2， b)が，この詳しい観察は今後更に適当

な材料を得て試みたいと思う。

雌性配偶体3個体の長さはそれぞれ 34cm (Pl. 1， Fig. c)， 32 cm， 18 cm 

で，最後の l個体は校が主校の約 2/3ぐらいまでのび出した型で，体色は 32

cm個体が階紫紅色で， 他はそれよりやや明かるく， また黄色みを帯びる。

褒果は末端校か，ときにそれに近い部分の体表面に形成され，直径約0.63---

1.03mmで長さは直径とほぼ同長の卵形ないし壷形で (Fig.1， d)， 頂端は斜

上方lこ向かって果孔を持つ。外観では無柄であるが，縦断面で観察すると髄

細胞が縦列して柄のような構造がみとめられ，その頂端に位置するのは大き

さ 83~90x 61~66μ の有色大型の癒合細胞で， その細胞から上方に分岐す

る造胞糸を出し，その頂端に果胞子が形成される。果胞子は倒卵形ないし梶

棒状で，約 27~68μ 太く 71~157μ 長い。果皮はかなり厚く，末端校の表皮

細胞よりやや大きい円形細胞で形成されている。 KYLIN(1923)は Laurencia
ρinnatifidaの褒果発達の詳細な観察を行ない“1nalteren Zystokarpien 

恭精子安，精子3d，精子wf托の語義については末尾の附記を参照。
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beobacht巴tman indessen， wie die inneren Zellschichten der Hulle nach 

und nach aufgelost werden， um dem wachsend巴nGonimoblasten Platz zu 

bereiten. Die aufgelosten Zellen bilden dabei schleimige Mass巴n，welche 

zwischen der lnnenwand der Hulle und dem Gonimoblasten eingebettet 

liegen."とのべている。 しかし筆者の観察した本躍の成熟した袈果は，内部

lζ粘液を含んでいたが，なおその他に造胞糸から果皮の各部内面lζむかつて

多くの栄養糸が射出されており，乙の栄養糸は果皮の内面をゆるく被って，

それ自体が果皮の一部のような構造になっていた (Fig.2， c; Pl. 1， Fig. D)，。

なお今後袈果発速についても観察してみたいと思う。

四分胞子体は多数得られたが， 1956年 5月能生採集の 16個体で最大の

ものは約 44cm (Pl. 1. A)あり，平均して (28.3+8.5)cmの長さを示し，1957 

年8月郷津採集の 12個体は:;p.・均 (20.4土5.6)cmの長さがあった。 体色は 5

月採集のものはH音然紅色のものが多く ，やや黄色みを帯びたものも 4個体あ

ったが.8月採集のものは全部が黄色で，中lζ体下部だけ良いものが含まれ

る。その他の|時期lζ採集された材料を検討してみても，明らかに老成したも

のが黄色くなるように思われる。四分胞子袈は各末端校から変成した成実校

の特[ζ先端近くの髄居外縁の細胞から生じ (Fig.1， a-c)，ときに柄があって

それで髄細胞に辿らなっており， 直径約 38-126μ の球形または斜上方にや

や長い楕円体状で， 三角 ~ft状 lζ分裂して胞子を形成するが. まれにやや変形

して十字状に近い分裂をしているものもみられた (Fig.2， d; Pl. I， B)，。成実

枝は老成したものほど広閲し，とき にそり返るほどになり，また表面[ζ顕著

な波状の凹凸が生じてくる (Fig.1， al， 

附記一紅藻類の雄性生殖器官の名称については，少しく混乱が懸念され

るので，時田教授の芯見lζ従い次のように定義しておくことを提案したい。

精子又は雄性細胞 Spermatium 

精子袈内に通常 1個形成され，放出される。

精子嚢 Spermatangium

精子を形成する。

精子器 Antheridium，Spermatangienstand 

精子裂を形成している細胞校全体を指す。

(例 :イトグサ ;ダジア)，

藻類系統学 (1930)p. 487の粉子憾の定誌に同じ。
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百~)j長. 組後能生及び近傍の海部ノ ー ト (3) 89 

精子器托ι Antheridial receptacle 

藻体の末端技lこ精子器が多数集まって出来て特殊な形の校となっている

もの。(例 ;ソゾL
精子器棄 Antheridial CDnc巴ptacleor ca vity 

藻体の表面又は枝の一部[ζ出米た小室lC::精子器が集まって出来ているも

A し

。 s" IOnn 
~ーー~品目~... 開閉山ーー--'

D 
.・

" ーー
官
臼

』

Plate 1 Laurellcia l1itponica Y AMA 1コA ウラソ J(能生産)

Fig. A 四分胞子体 Fig. B. 成実技の横断flliの顕微鏡写点.、<'27 

Fig. C. tl雄性配(肉体 Fig. D. ~霊泉の縦断f而の顕微鏡写真 x:23 

Fig. E. 雄性配偶体

長 日本海銭言昔、p.851の精子総托は乙乙の精子器1<::.当る。
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の。精子器は柄細胞と， その上lζ出来る数個の精子襲母細胞と，それか

ら形成された 1個又は数個の精子墜とからだけで出来て いるとともある。

(例 :オゴ ノリ ;サシゴモ科L

精子器斑 Antheridial sorus 

藻体の表而lζ村子器が斑点状[ζ集合して出来ているもの。

(例 :テングサ ;ダノレス)

Summary 

1n this paper is given a morphological description of th巴 f巴rtilesexllal and 

asexllal specimens of LaU1-encia lIiρρonica YAMADA collect巴CIby the writ巴rhimself 

at NOll， Koclomari and GOZll in Echigo Province， on the Japan Sea coast of Central 

Honshu. This species is fOllncl to be dioeciolls. There is no essential di庄町 巴nce

in the veg巴tativestructllres among I'he male， female， and tetrasporic plants. Longi-

tuclinal sections of th巴 cystocarp'revealecl the presence of nutritive fila口1巴ntous

cells issllecl from the gonimoblast ancl lining the pericarp (Textfig. 2， C; PI. 1， 

Fig. D) 
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“アサクサノ リ"の生長 lと対 す る

アミノ 酸及びプ リン'類の効果

寺本賢一郎 ・木 下祝 郎幹

K TER八MOTOancl S. KINOSHlTA: On the e任ectsof 

amino acids and purines 011 the growth of P01ph.yra 

最近#'1.肥 1.(1，内臓自己消化液などが Hアサクサノリ "に対して良好な

品 協和1院富手工業株式会社東京研宛所
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寺本 ・木下 “アサクサノリ"の生長1<::.対する 7 ，ノ限及びプリン類の効果 91 

肥料効果を示す乙とが報告され，或る種の有機物が ノリ lζ対して生長促進作

用を有するものと予想されるが， “アナクナノリ "の有機栄養要求に関して

は従来研究が少なく ，岩崎・松平 (1958)がグ 91/:/・パリ γの効果について，

金沢・柏田 (1959)がア ミノ 酸混合物， ピタミ γ混合物， カツ万幽門歪エキス

の効果について夫々報告しているに過ぎない。著者等は人工海水に各種ア ミ

ノ酸及びプリシ類を添加して “アサクナノ 9"の培養試験を行なった結果，

若干のアミノ酸及びプリン類について生長促進効果を認めたので以下IC報告

する。

実 験 方 法

実験 iζ使用 したノリは神奈川県富岡漁場で 12 月 I~J下句 lζ採取されたも

ので， その単胞子発芽体及び 1cm2 Iζ切った架体片について培養試験を行な

った。

培養液 20mlと1cm2の莱体片 7枚または発芽体の治生した 6cm のク

レモナ糸条を， 40 ml容試験管!こ人れ MONOD式振誼器(毎分 30回振世)で

7日乃至 12日間培養した。 培養期間中，光は白色蛍光灯で 6，000Iux，水温

は 13~150C とし ， 培養液は毎日更新した。

生長の度合は， 発'!;j:体約 20個についての平均細胞数或いは莱体片 7枚

についての平均紫面積を排出して去示した。

基本培養液としては人工海水 A2及び B2を使用した。 人工iiu:水 A2は

その 1l中!と下記成分を含有し， 比重 1.026，塩素量 19.6桁， pH7.8である。

下記成分中，Na2EDTA及び微量金属成分は別の溶液lζ作成したのち添

加した。人工海水 B2は下記成分から Na2EDTAを除外したものである。

NaCl 28.3 g NH，OH (28;;<:) 0.06 mg 

MgSO，.7H20 7.0 (NH，)，SO， 2-1 

MgCl，・6H20 5.1 NaN03 16 

CaCI2・2H20 2.4 N"2HPO，・12H20 10 

KCI 7-10 mg N~2EDTA ・ 2H，O ワ

NaHC03 210 2nSO.1・7H20 l 

NaBr 80 MnSO，'nH20 300 r 

H3B03 60 FeSO，・7H20 50 

AICl3・6H20 2.6 Na2MoO，・2H，O 50 

LiN03 0.14 CoSO 3 

H3PO， (85%) 0.24 CUSO.I・5H20 0.5 
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92 t誕類第8巻第3号 IIH和35年12月

基本培養液にアミノ酸またはプリ γ類を添加し蒸気浴中 1時間滅菌した

ものを培養に使用したが，培養lζ際しては無菌操作を行なっていない。従っ

て完全な無菌培養ではないが培養期間中に細菌繁殖による潤濁は認めない。

また，人工潟水成分中lζ珪酸塩を含まず珪藻の繁摘も極めて僅少である。放

に培養結果はア 1ノ酸及びプ リγ類の直接的作用を示すものとして差支えな

いと考えられる。

実験結果及び考察

アミノ酸 2.5mg/lを添加した人工海水 A2または B2を培養液として，

胞子発芽体または lcm2
の葉体片を培養した結果は卸 l表の如くである。

幼芽の生長に対して著しい促進効果を有するアミノ酸はかア ラニ シ，リ

il './ ，ゼリ γで，12 日後 44~37 細胞，即ち対照の 137~1l6% に相当する生

長を示した。 乙れに反し，ヒスチジ/'，チロ ジ/'，グノレタミシ酸，グノレタミ

シ ， 日一アラ ニ シ ， アノレギニ Yは幼芽生長 !ζ著しく 阻害的で， 対照の 26~36%

に相当する生長[ζ止る。

葉体の生長lζ対するアミノ酸の効果は， 基本t古住液として人工海水 A2

第 1表 “アサクサノリ "の生長とアミノ限との関係

幼完工事u胞 数
主主体の大きさ (7日後)

ア < ノ R主
(添加丞 2.5mgfl) 

12日後 人工海水 A2 人工海水 B2
人工海水 A2

(cm2
) (cm2) 

i環 添 1m 31.8 1.65 2.13 

ク' 二ノ Lノ 22.5 2.28 2.34 

日一ア 7 一 ン 43.6 2.94 2.79 

r-ア に ノ 酪 駿 30.1 1.74 2.77 

DL-a-ア 7 ニ ン 10.5 1.76 2.24 

DLーゼ ン 36.8 2.81 2.75 

DLチ ロ 乙P ン 8.4 2.11 2.34 

L-ア スパラギン被 32.8 2.39 

L-アスパラギン 33.2 2.24 2.64 

L-グ ノレ タ ミ ン 殻 8.4 2.45 

L-グ Jレタ え ン 9.2 2.61 

Lーリジン(塩限嵐) 40.2 2.52 3.16 

L-アルギニン(グ) 11.5 2.24 

L-ヒスチジン(グ) 7.2 2.04 
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を使用した場合，s-アラニシ，ゼ 9Y， 9ジシ，グジ νY，アスパラギシな

どが著しく促進的で 7 日後に対照、の 178~136% に相当する生長を示した。

乙乙に使用した葉体は培養中に赤腐れ病斑を発生したが，s-アラニシ，ゼ P

Y，グ 9VYの存在においては病斑の発生が皆無であった。就中，s-アラニ

シは病斑発生を阻止すると共に最大の生長を示すが，。ーデラニシをそのー構

成成分とするパシトテシ酸 (Ca塩)では病斑発生を阻止し得ない。 これらア

ミノ酸が如何なる機作で赤腐れ病を阻止するかは明らかでないが，或る種の

アミノ酸が Bacillusanthracisの発育に毒作用を示す例(奥貫， 1954)から

類推し，これらアミノ酸が赤腐れ病菌の発育に毒作用を有する可能性が考え

られる，

亦腐れ病の発生は， キレーターを含まない人工海水B2を培養液として

使用しでも阻止し得る。人工海水B2を基本培養液として向上の葉体試料を

用い，生長に対するアミノ酸の直接的効果を検討した結果では， ヲジシが最

も促進効果が大きく 7日後に 3.16cm2に達し，これは対照の 148%に相当す

る生長である。かアラニシ，トアミノ酪酸，ゼジシ，アスパラギシ，グノレタ

ミシも極めて有効であり， 対照の 131~123% に相当する生長を示した。 ヒ

スチジシを除く他のアミノ酸も若干の生長促進効果を有する。

第 2表 “アサクサノリ"の成長とプリン類との関係

幼人1工芽2海細日水胞後A数2 
業体の大きさ

プリン類・添加量 7日水後A 
人工海 2 

無 添 加 31.8 1.50 cm2 

尿 酸 5 mgJl 28.3 1.68 

グ 1 28.5 1.72 

グ 0.2 42.6 1.83 

キサンチン 1 17.5 1.60 、
グ 0.2 23.9 1.75 

グアニン(底酸塩) 5 19.9 1.85 

グ l 34.8 1.90 

11 0.2 59.3 1.88 

ア r .ー- ン 5 23.4 2.12 

11 1 48.8 2.05 

グ 0.2 29.5 1.97 
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94 言語芸員第8巻第3号 昭 和 35年 12月

プリシ類を 5-0.2mg/llと添加した人工海水 A2を培持液として， 胞子

発芽休または 1cm2
の葉体片を培養 した結果は第 2表の如くである。なお，

乙乙医用いた莱体は培養仁いに亦l腐れ病の発生を認めない試料である。

幼~!の生長 lζ対しては尿酸 (0.2 mg/l)， グアニン (0.2mg/l)， アデニツ

(1 mg/l)が著しい促進効呆を有し 12日後lζ43-59細胞， 即ち対照の 134~

187% !C::相当する生長を示した。就中，グアニシが最も有効である。

プ リシ類を 1~5mg/l の高濃

度lと添加する|侍は，幼芽の生長lζ

は促進的でないが，二次芽増殖を

促進する。即ち尿酸 1-5mg/lを

含む人工潟水 A2で小葉体を培養

した場合では対照、の 8~12 倍の二

次芽が得られた。また，小葉体か

らの離脱細胞を尿酸を種々の濃度

lζ含む人工海水 A21ζ加え，ジャ

ーレ中に 10口間前F置したのち観

察された葉状発芽体，糸状発芽体，

メ ーー-... . 
801 /知i開

J 
60:/ 
ωi 
20イX ¥、‘ 原細胞音量… .ー~~・・・・・・申・・・・ ----

i ¥ 仙寺持主 一一二ニニ2 白紙

0+ーヤトー-x-一一
O 之 今 6 8 10 

尿酸刊3/主

原細胞体の剖合は第 1図の如くで 第1図 “アサク ;iノリ"胞子の発芽型と

あるc 即ち ， 尿酸 1~2mg/l では lJR被濃度との関係

糸状発芽が抑制されること， 尿酸 2~10 mg/l で禁状発芽体が著憎し 80~84

%に達するととが知られる。乙れらの現象lζ対して尿酸が如何な る機作を有

しているかは興味深い問題である。

葉体の生長!と対しては尿酸 (0.2mg/ll， キナシチン (0.2mg/l)， グアニ

シ (1mg/l)， アデニン (5mg/l ) が夫々促進効果を有し 7 日後 1.8~2 . 1 cm2 

1と達し， 対照の 117~141% に相当する生長を示した。 葉体の生長促進lζ対

するプ リジ類の最適濃度は幼芽の場合に比して高く ，また幼芽ではグアニジ

が最も著しい促進効果を示すのに対し葉体ではアデニγがむしろ好結果を示
--'-
9 0 

要 約

“アサクサノリ "の生長に対するアミノ酸及びプリ γ類の効果を知るた

めに，それらを添加した人工潟水で培養試験を行なった。

得られた結果を要約すれば次の通りである。
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1. ノリ の生長は リジγ，(3ーアラ ニ Y，ゼリγ，アスパラギシなどのア

ミノ酸[ζよって若 しく 促進される。

2. ノリの赤I/tt~1，j内 は ß-アラ ニ γ ， ゼリシ ， グ V VY(ζ よって|坊11: し得

る。

3. ノリ の生長はグアニY，アデニγ，尿酸などのプリシ類によって著

しく促進される。

4. ノリの二次芳増殖はプリジ頒lζよって促進される。

Summary 

Th巴 effeClsof amino acicls ancl Pllrines on th巴growthof POIアh.yrawere slllcliecl. 

The experiments were carriecl Ollt lIncler the artificial cllltur巴 conclition

The reslIlts ¥Vere as [ollo¥¥1s: 

1. The grO¥nh of Porphyra was promoted markeclly by the aclclition of amino 

acicls， sllch as Iysine， s・alanine，s巴rineancl asparagin巴.

2. The c1isease“akagllsar巴" of Porphyrα¥Vas preventecl by lhe aclclition of s-

alanine， serin巴 orglycin巴.

3. The growth of POI~ρhyra was promotecl markeclly by th巴 aclclitionof Pllrines， 

slIch as gllanine， aclenine， ancl lIric acicl 

4. The asexllal reproclllction of Porph.yra was promolecl by the aclclition of 

pllnnes 

引用文献

岩崎英雄・松平近議 (1958)ー“アサ クサノリ のI古養ーI的援条件に闘する予防災験" Ei本水

産学会誌，24， 398-401. 金沢1113夫 ・納問研一 (1959)ー“泌類の栄益代謝に関す る研究ーI ア

サクサ ノリの生育に対する アミノ 酸及びビタ ミン類の先1J!;!l:"，1庖児j込大学水医学部紀要，7， 

187-191 奥貫-9J (1954)・“他物生理化学 朗 会 主J，5，東京

海:藻の放射能について

安藤芳明日

Y. ANlJδ R出 lioacli、ityo[ Marine Algae 

緒己

1954 'Ifビキ ニ環礁で行なわれた原隊実験は，いわゆる「放射能マ グロ事

fuをひ き起したととでわれわれの記憶に未だ生々し く妓ってい る。 乙れが

会北海道術主iミ研究所
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わが国水産業!C与えた損害は大きく ，また公泉市町生上山々しき問題として社二

日された。

しかるにその後も各国の原水爆笑験が相継いで行われたため，わが国土

並びにその尉辺海域の放射能汚染はいちじるしく 僧大した ものと思われる。

水産物の放射能lζ関しては，わが国南}j海流域のものについては俊悦丸

lζよる調査1)があり ，また近海J主のものについても ζれまで多数の調査研究2)

がなされてきた。しかる Kこれらは大部分が魚介獄について行われたもので

部類に関するものは似めて少ない。 L.A. KRTJMHOr.Z')は米国 WhiteOak 

Lak巴において核分裂生成物の淡水J!Ei~菜類への彬料をしらべた結果 Volvox ，

sρlrogyra等の泌類が放射能をいちじるしく築研したと述べているc また

DR. Boss<}によると，水産生物』ζ対する核分裂生成物の移行は，誌類への吸

収はかなり大きく 3 またf卒、の場合汚染採類を削料とする魚腫lζ多くの放射能

の検出されることが明らかである。

海t誌はわが国における1え重な水l主資源であり ，国民の食生活rc深いつな

がりをもっている。 しかも口本全国いたる処の海岸にも着生しているので谷

易に入手できる。従ってわが国治海岸の放射能汚染調査の刻象として極めて

ヂ'f ~む義且つ有利であ る c よって今回は北泌道並ひ。に*州各地j主海藻類の放射

能汚染の実態を知る目的で，1959年l主の各種海泌類』ζついて放射能の測定を

行なった結果を以下報告するとととする。

測定方法

fjh試海藻 : 測定rc.用いた海採は 1959年 6~ 12月間に白身が採集 した

もの，および 1-1本各地lζ採取送付を依損したもので，採取方法およびその後

の処置はできるだけ紘一させた。すなわち採取後何時聞に水洗して砂その他

の附活物を取り去 り，次になるべく室内で短時間lζ乾燥させた。

放射能測定法 ー M\':tUI6~ は 1000C で乾燥して í!lr，水物となし， これよ り

常法により灰化物(電気炉 500~5500C)を作製し ， その 500mgを試料lJlLに

とり放射能を測定した。

これまで 11本産11rf.dii綴の放射能を測定した例として，1955~1956 ，\に氏

際・鮫島両氏による鹿児島民許証泌 17種について測定した報告りがあるが， 同

氏らの成績では 40K による布liiEが行なわれていないので)i'校訟なぷl床で汚染の

指度とはならない。泌誌にはー般にカリクムが多iiilζ含まれてお り，従って

これに附随する叫Kの放射能も無視できないc そこで今|行|の測定では，)火化

- lsー
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物中のカリワムを結l光分析法lこよってあらかじめ測定し， その値より.，OK Iζ 

由来する放射能を次式lとより補正 した。

BC 
X=A一一一一一

262.2 

Xニ補正値 cpm 

A=灰分 500mgの放射能 cpm 

B=純 KCl500 mgの放射能 cpm 

Cニ灰分 500mg中の Kmg

測定計器の性能は次の女Jlくである。

言!数装 1[1

言 1・~台

計主主管

試料皿

計 dllJ イ立 i泣

科liJf製 1，000進式 No.57027 

科研製鉛遮蔽 GM管計数台

理研製 B2N， マイカの!早さ 1.6mgfcm2 

科研製ステ ンレユスチーノレ

内径 2.5111111 深さ 6111111 J早さ 0.3111111

7 イカ25より 10cI11の距離

測定結果および考察

緑藻類 6種，禍藻矧 18極，紅藻類 14:fillについて測定した結栄はそれぞ

れ第 1~3 表の如くである。

以上の結果によると，採取i時期や場所等の災同はあるが，海i誕のJiX射能

は緑 ・禍 ・紅各藻類相互間!とおいて左程手j¥むな差異は認められない。また同

一鹿児ついても他はまちまちであり ， 一般に 10cpm/g以下の放射能が認め

られた。とのような海部の放射能が何lζ由来するかは，核麗の分析を行なわ

なければ判明しないが， 天然の放射能として刊Kのほかに海水中lζ浴存して

いるラジクムその他の微iE放射性元京の移行ぷ砧が考えられる。その上近年

のフォ ー ノレアクトによる泌水 J~J 体， あるいは流入する|注水などによる汚染も

考えられる。とくに比較的浅 く陸水の影響を受け易い海岸に生えている鹿類，

例えば石以誌やスガモ等に高いカワ y トを示すものがあったのは，その影型:

を芸書きするものではなかろうか。

本調査にあたり ，海部採取並びに送付に御協力を賜った東北区水研梅本

滋技官2 ノ ート ノレダム ìl~心女子大学西掘幸吉氏， 北大水産学部正置富太郎氏

等に深甚なる謝立を表しますF
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第 1表 緑泌類の放射能

放射能/事l(
主Il 名 係取 地 J采l1R'I~月日 dlU7ζ年月日 11民水物K/FJ(分 水物 19

(%) 1 (%) (cpm 

ア オ / 北海道程内 '59. 8.24 '59. 8.28 22.0 16.5 -1.8土0.7

ウスノ〈アヰノリ 宮城県松ぬ '59. 6.22 '59. 8.10 14.3 14.9 16.8土0.7

アナアオサ 北t停道襟主主出11 '59. 6.28 '5日.8. 5 20.2 13.0 0.6土0.6

ル' 北海道七1111只 '59.10.14 '60.'l.11 30.1 12.0 -0.6土0.8
Jツ 向城県松J斗 '59. 6.22 '59. 8.10 22.2 23.0 4.7土1.2

// 兵同I!fi!否住: '59. 8.15 '60. 1.11 17.9 6.5 2.2土0.5

ジ ユ ス コ、二♂ 北百"道機義州1 '59. 6.28 '59. 8. 6 42.3 3l.0 12.3土1.7

ミ )V 兵111県赤松 '59. 7.27 '60. 1. 8 5l.1 l.4 0.4土1.J
/γ 兵1111R寄(1 '59. 8.15 '60. 1. 8 42.8 7.8 -1.9土1.0
λr tiJl奈川県鎌β '5日.10.31 '60. l.11 39.8 1.2 0.0土0.9

ス ブI エ.-;: 北海道襟裳自111 '59. 6.28 '59. 8. 5 16.9 18.0 10.3土0.6
λF 北海道釧路 '59. 8.11 '59. 8.19 22.4 6.5 3.7士0.6
メY T~f .v.&!~ 松，~，) '59. 6.22 '59. 8. 7 17.1 15.5 3.3士0.6

本極はì1~i挺ではないが使宜上こ の瓜I'C.入れたn

車~ 2表 補 泌 類 の 放射能

灰分/ 放射能/到l(
極 名 採 i収 地 採取年月日 測定年月日

無(水%)物
K/灰分

水(物cpm1g) (%) 

， 'Jイシコンフ 北海道襟袋Ilrlll '59. 6.28 '59. 8. 5 129.3 26.0 2.5こl二1.1
耳、コアシコンフ 北海道釧|路 '59. 8.11 '59. 8.19 15.4 2l.0 -0.2土0.5
リ ν リコンブ 北海道稚内 '59. 8.24 '59. 8.28 28.3 35.2 2.5土l.2
ヲ 3む j 兵 ~1I県香(:1 '59. 8.15 '60. l.11 37.9 14.8 2.7土0.5

ノノ 宮城県松l込 '59. 6.22 '59. 8.10 28.7 18.5 2.2土0.9

コ' 7 メ ノゲ '59. 6.22 '59. 8.10 34.0 21.5 8.0士1.2
11 |瑚111Y;lつるがゆ '59. 8.1:; '60. 1. I l 27.!i 1!i.2 1.3土0.8

ノ w jJ ジメ 神奈川県鎌β '59.:10.31 '60. l. 9 23.4 13.8 8.6土0.7
ホンタ ーワ ラ T~Ç城 t1rJ-松μ '5日 6.22 '59. 8.11 39.9 30.0 3.7士l.6

ノノ 兵 IlliY;~香{土 '5日.8.15 '60. l.ll 23.2 20.0 3.3土0.6
.'; メ タ'ワ う 神奈川県UtD '59.10.31 60. 1. 11 32.7 4.7 8.9土O日

ツガ ノ モ ヲ :It;m道釧|路 '59. il.ll '.')9. H.19 29.2 17.0 B.2土1. () 
グ 北梅道襟袋州l '59. G.28 '59. 8. 6 20.2 25.7 -0.3士0.7

‘:/ :r ロモク 1き域県松}:iJ '59. 6.22 '59. 8.10 25.6 20.5 -0.3土0.8
λF 兵h江県呑{上 '59. 8.15 '60. 1.11 14:2 15.0 2.8土0.5

ヨ レ モ ク 神奈川県鍛u '5日.10.31 '6りl.ll 18.3 2.6 l.7土0.4
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灰分/分K/灰分 放射物/事!i
極 名 採 取 地 採取年月日 測定年月日 ~ffí 7J< (?~)水(物ePi111g ) (-:'::) 

ヤツ マ タモク 神奈川県W"i;Q '59.10.31 '60 1.11 41.5 4.7 3.9士l.0

H 岡山瓜つるが1.;占 '59. 8.15 '60. 1. 8 21.4 14.5 l.1土0.6

λγ 兵問i瓜赤車li '59. 7. '27 '60. l. 8 '23.4 23.0 0.0士0.8

1) ~トラノヰ 北梅道稚内 '59. 8.'24 '59 8.'28 34.0 26.2 8.1土1.3

1/ 岡山!C¥つるが1:.占 '59 8.15 '60 1 9 3J. 7 11.2 6. :~ 土 0.9

耳オノ〈モ ク 宮城県松jzb '59 6.22 '59 8.10 '22.2 22.0 l.7士0.7

ア カ コ、二ー ク λγ '59. 6.22 '59. 8.11 28.0 '21.0 13.9土1.1

エ/ヤ ハ ズ 必γ '59. 6.22 '59. 8.11 23.8 19.5 14.9土0.9

エ /イ ジゲ 北百足道機裳IWIf '59. 6.28 '59. 8 5 24.7 13.3 l.9土0.7

フ クロ ノ グ '59 6.28 '59. 8. 5 60.0 8.5 9.6土1.8

1/ 宮城lR絵1;占 '59. 6.22 '59. 8.10 13.0士l.4

第 3表 紅 泌 類 の 放 射能

wi 山/~!!(
極 名 採 lfx J自 採取年月 日 測定年月日無水物 K/灰5} 水物 19

(%) 1 (-:ζ) 1 (cpm) 

サ J コ モ 北海道機設耐l' '59. 6.28 '59. 8. 5 77.8 0.6 28.1土2.:~ 

イソム ラ ガ キ 庁 '59. 6.28 '59 8. 6 23.9 19.0 6.2土1.4

1/ 宮城県松μ '59. 6.22 '59. 8.10 32.'2 11.5 10.8土1.0

フツマツモ 北海道襟裳出l' '59. 6.28 '59. 8. 5 33.8 16.0 22.6土1.3

H 北海道茂辺地 '59.10.19 '60. 1.11 48.3 6.2 2.9士1.3

ツ ノ て才 ヲ 北海道機主主出11 '59. 6.28 '59. 8. 5 24.1 8.5 6.6土1.2

グ 宮城lfL総!込 '59. 6.22 '59. 8.10 24.3 16.0 4.6土0.8

グ 北海道七豆浜 '59.10.14 '60. 1.11 22.6 12.5 0.0土0.6

フクロフノリ 北海道際必耐iI '59. 6.'28 '59. 8. 6 23.1 6.0 3.6土0.6

11 宮城県松品 '59. 6.22 '59. 8.10 14.3 15.8 7.7::1::0.5 

ア Lノ ク' サ 岡山県つるが};.d '59. 8.15 '60. 1. 8 26.3 6.0 0.0土0.6

カ ノ〈 ノ 兵庫瓜赤石!J '59. 7目 27 '60. 1. 9 17.3 3.2 3.5土0.3

z 耳ー ‘ノ ノ 北梅道襟袋出1
'

'59. 6.28 '59. 8. 6 38.6 8.0 7.0土l.1

7 ツ ノ 宮城県松ぬ '59. 6.22 '59. 8. 7 13.9 14.5 7.1土0.5

ムカテ'ノ 北海道事l幽 '59. 8.11 '59. 8.19 14.6 13.0 0.7土0.4

エ ゾトサカ λγ '59. 8.11 '59. 8.19 25.3 8.5 3.7土0.7

ヒフ コ トフ 北海道稚内 '59. 8.24 '59. 8.28 26.4 28.5 9.1土1.1

フシヅナギ 北海道七霊浜 '59.11.25 '60 1.11 30.1 4.0 2.1士0.7

ア カ ノ、 タ 宮城県松山 '59. 6.2'2 '59. 8.10 '22.7 13.0 5.3土0.7
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Summary 

The authoι measu recl raclioactivity in the various speωωof sea weecls collected 

at Hokbiclo ancl Honshyu c1istricts in 1959. 

The net count per 1 gr. of c1riecl materia1 was obtainecl by correcting the rel-

dioactivity of '01く beingnaturally contained in algal body 
Acιorclin日toth巴 presentc1ata， it was [ouncl that the majority o[ Lhc teslecl S8a 

weed只 conlainecl日mallamount or radioaclive elemenls besicles 40K. 

引用文献

1) zJ< j)Hf研究調査部 : ヒキニ海域に於ける放射能，J~査 ， lI~r向130 j手3月 2)原子力安只

会 会放射能調査の展望， /昭和134年 4月 3)L. A. KRUMIIOLZ: ORO-13~， AEC， Oct 

(1954). 4) DR. Boss: /二|米放射線級別会議資料 (195，1). 5)斎必要・鮫Jゐ宗:ljE:鹿児山大

学水政学部紀要，第 5巻 (1956)

東北地方産海 藻 雑記 (4)扮

) 11 /I!鳥 r~4
一山

S. KAWAS!--HMA: Notes on Some Marine Algae 

from th巴 Norlheast巴rnHonshu， Japan (4) 

Lornentaria lubrica (YENDO) YAMADA イ トタオヤギソク

Notes Some Jap. Alg. III (1932) jJ. 121; TAKAMATSU， Mar. Alg. Tsu-

garu Strait (1938a) jJ. 54， Pl. VII，日g.3; Id.， Mar. Alg. Sanriku Coast (193Sb) 

p. 127; Ic1.， Mar. Alg. Coast Japan S四 (1939)p. 67 ;今坊i. r紙嵐，能登地方海

部目録 (3)(1955) p. 71; Chylocladia lubrica YENDO， Novae algae Japoniae 

Decas I-III (1920) jJ. 6; YAMADA， Mar. Alg. Mutsu Bay II (1928) jJ. 518， fig. 

14 a， b 

ifJ也: 佐井，-，号衣月(ホロツキ)(背森県)

乙の海部は津軽海峡附近では 7月又は 8月の大潮時でも館出しない平坦

な岩盤やタイ ドプーノレで，直接岩の上や Sargassu111， Laurenciaなどの体上

lζ常lζ数個体が叢をなして着生しており ，その大きさ は 15-20cm位に達す

る。著者の観察では転石地:出;や傾斜が急、で波浪の烈しくあたる場所には生育

しないように思われる。木fuiの外観はこの地方の"木海沿岸の波浪の信号かな

松浦一， 1111王l幸V:l両教授辺!幣記念論文

北海道水産部水m~ Rぷ
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所で普通{こ見られる コスジブ νツナギ

(Lomentaria hakodate附 is)の繊刻11で，

しかも大引な形態のものに似ているが

ζ れよりも吏{ζ休が大きくて，あ'i'f'1 (ζ 

富み，校の途中lζ くびれがなく ，ノj、以

が!再来I生又は互生して長く ，多少内MI
にIDJIIIIして鈍頭lζ終る ζ とや，体の内

部はrr当l;であるが横II{骨組織がないなど

の点で異なっている九又，イイ4は叢生し

多数の校が互lζ錯綜しているが，一つ

の叢は大抵 5~6 株位から成っていて

コスジフ νツナギのように多数の似体

が団塊状[ζかたまってf円上に1J1うよう

に附治する乙とはない。色はわ:色で盛

i，iの候は多少槌色し淡京I色とな るが{It

変するような ζ とはない。

小校を横断面で観るとその最外j将

の細胞は楕円形で粒状の色京体を含み

、.- 〆

Fig. 1. Lomentaria lubriι:a (YENDO) 

YAM. 佐ヂl'産 (1955年 8月)xO.5 

処々に小和l胞を介在するが，大部分は内部の縦走する根様細胞の径よりも大

きい (Fig.rr， n 内部の綴様細胞は 2~3 肝しかなく ， 又縦断面で観るとそ

れ程長くはない (Fig.II， 2)，そして休の下部Kなるにしたがって表層細胞は

次第に大きくまばらになると共lζ介;fl:する小細胞も多くなり，一方根様細胞

も非常に太く短かくなって来るので乙れを表而から翻察すると，まばらな表

肝細胞の聞から内部の根様細胞が表面lζ露出している (Fig.II， 4)0腺細胞は

体の内腔に生じ，円形，楕円形で光沢ある黄色を呈するが，数はそれ税多く

はない。

本語を Chylocladialuoricaとして津軽海峡大間より報じた遠藤吉三郎

博士 (1920)はその原記jl夜中に袈来の性質として 「安状にして小技!と無柄lζっ

く」と記し，又問分胞子裂については「末端小技に設列せる併をなし，1丹ーを

岡村 (1936) 日本海 .i~'5誌， p.684に「仙陥組総ヲ以テ隔テラレ」 とあるのは YAMADA

(I.c. 1932) p. 121の “lhereis 110 CI i日phragm" より見て「横断組織ヲ以テ隔テラレ

ズ」の誤植であろう 。なお同誌第二j仮 (1956)は乙のように改訂されている。

- 23 -
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4 s 6 
Fig. ll. Lo川 円llar;a11l.b..ica (YENDO) YAM. {ι井百二

1小伎の横断i1iix 200， 2小紋の縦断百 x200，3体の下1協の縦断而 >C200，
4体の下部の表前1鋭)(ZOO， 5小枝の表Tfii観)(200， 6四分胞子燥をねする小
伎の償断百lの_.i1fix200 

布する小校の部分は紡錘状lζ1mれる」と述べている。 iif手守はj玄j傍F!?ゴー:の採集

された原標本を見ていないので乙の記椛は何月 K採集されたイ|母体によって古

かれたものか確かめる乙とは出来ないが， 少なくとも若者白身の採'集品(佐

ガ，1957年 7月及び 1955年 8月，母衣月 1956年 7月)及び北大理学部陪茶

室所蔵の標本 (021821，024196， i長止し 19401，1"8月，日野 ;8030， EL i(iI崎，1927

年8月(フ)，Ji I悶)，いには~!l~を干J す るものは つもなく IJ叫分IJ包子泌をギjするも

のが少数見られるだけである。ミ存者の採'民Jii!，(こよればIJLf分IJ包子itiはこの属の

他の;r;nと同様lζ末端小枝のくぼみの，1-1にJtpをなして生じ三角fft状lこ分裂する

がその部分は遠藤 t~ì-土や山回数佼の示した記波及び凶のよう lとは膨れていな

- 24 
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い。 乙れらの乙とから判断すると 7 F]下句~8 月上句頃の個体は米だ未熟な

ものが多く ，生殖器官が充分に発達するのはおそらく秋lζ入ってからであろ

うと想像される。本種は津軽海峡を中心とするどくせまい地域にのみ分布す

るものと考えられていたが， 高位同士 (1938b，1939)は岩手，秋田，山形の

各県からも報 じ， 又今勿i博士及瀬嵐氏 (1955)は能登地方の海藻目録、lζ乙れ

を掲げている。 しかし著者は乙れらの標本を実際に検討していないので， ζ

の海g~の分布についてはととでは深〈触れない;:

Cρllitha1'l1nion calloρhyllulicola YAMADA キヌイトグナ

Notes Som巴 Mar.Alg， IV (1932) p， 271， Pls，V-VI b，自g，3 a-b; ;11端，

茨城県沿岸の海部類 lζ就いて(植物及び動物，IIR和 14年)p， 1567 ;斎藤，

越後能生及び間近沿岸庄海諜目録 (1956)p. 105; SEGA WA and IcHIKI， List 

S巴aw巴巴dsVicinity Aizu Mar. Bio1. Stat. Kumamoto Univ. (1959) p， 110， 

j主i也: 松島湾(宮城県);大問弁天島 l青森県)

本穫は主として相模，伊豆地方等の表日本中部tζ分布する微小紅藻類で

Calloρhyllis crispata Xは C.jaρ011tcaの体J二lζ着生するのが普通であるが

最近新潟県能生(首藤，1956)及び熊本県三角 (SEGAWAand IcHIKI， 1959) 

より報ぜられ又瀬戸内海塩飽島からも木種と考えられる海藻が報告されてい

る (HlROSE，Pre1. Rep. Mar. Alg， Shiaku 1s1.， 1957， p. 102)。

著者は 1954年 6月 16日，松島湾で採集した Calloρhylliscrispata (打

揚品)の体ーヒlζ雌雄及ひ、四分胞子の各生殖器官を生じた 20個体近くの本産

が着生しているのを発見した。従来，本種の太平洋沿岸!とおける分布の北限

として川端氏(昭和114年，1939)は次城県をあげてお り，東北水研黒木技官

も未だ松島湾内では砿認していないと云われる。本離の採築地は塩釜湾口 lζ

近い場所で現在は東北電力の火力発電所が建設されたため埋立地となってし

まったが，充分注志して観察したならば恐らく他の場所からも発見出来るだ

ろうと考えられる。

山田教授の採集された本種の原標本lζよってその典型的な形態を調べて

みるとt能性体の小校はかなり密で規則的な叉状様羽状[ζ互生し撤房状を呈し

全体的に見た配列は非常にきれいに整った感じをあたえる。松島湾産の個体

i河村 (1936)日本rf任務誌 p.685 I仁木紐の主主士山として「英民間」をるげているが，分ギfi
上から考えて再検討の主主・があると考えられる。

ー一 つ民 一ー】 υ
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では雌:k:1tの体及び問分胞子体はそれぞれ小枝の分岐法や密度又は細胞の長さ

などに多少の特徴があり，雌性体では例外なく上花述べた様な典出的な形態

を示す が (Fig.1II， 1)， 対t性体では一般に小枝のl上l方が献であり分l肢の角度

も比較的大きい (Fig.1II， 5)0 これに較べ問分胞子休では小校の疎密は最も

一定せず， 1iリ合tζ変化が大きい (Fig.III， 3， 4)。 更に制胞の長さや太さも出t

F'ig. III. Callitha1nl1ion calloρh:yllidicola Y AM. mJi!;首z
1-2目雌性体の枝の一部 x75，3-4四分胞子を有する体の一部 x75，5縦性体

の一部 x75， 6鮒性生殖照宮を生じた小紋の一部 x200， 7 阿[~休のi!，~部
x75， 8. l~i1性休の伎の異常分岐 X75， 9.円分胞子体の主校，校の分l岐法及び
色素休と核を示す 〉く150

一 部 ー
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p，lr，の体では個体による変異は殆んどないがI!月分胞子体では ζ れが割合烈し

いように観祭される。

著者は又，1955年8月と 1957イj:'-7月の二固にわたり青森県大問弁天烏の

西海岸の干潮線附近で{-:f節ナγゴ謀の間lζ混じて生育していた CalloPhyllis

sp_の体上lζ本腫らしい微小紅2菜類が着生しているのを発見した。 そして

1955年lζ採集したものは生殖器官は全くなかったが 1957年に採集したもの

は縦性体と問分胞子体が含まれていたので，乙れらを松島湾是正のものと比較

して精査したと ζ ろ雄性体では両者はいづれの点でも全く同じであると判断

され，又問分胞子体でもほぼ松山?な庄のものと閉じと言えるがただ細胞が長

目であ り体の中央部では太さの 2 .5~3 倍イ立になるものもある。更に詳しい相

異点をあげれば大問弁天島庄のもので は， (1)小校の先端はあまり細くなら

ない，(2)基部のj投機糸は長く 2mm以I::IC達するものがある，(3) P可分胞子裂

は46.5μx59μ 位であるのlζ対し， 松島湾庄では (1)(2)共前者と反対の傾向

があり (3)もまた 50μx65μ 位で多少大きいととがあげられる。 しかしとれ

ら二庄地から採集された標本!こ共通した性質をあげるならば校及び小枝は両

紙から 出る が体の 1=1-1部や下部の校の rttcは相以なる平面上に生ずるものも柿

れには見られる (Fig.JII， 9)。 又， 校の分岐点となる細胞が縦裂してそれか

らそれぞれに次位の枝を分かつもの (Fig.III， 2， 8)がしばしば観察される

(しかし乙れは一般に本属の他の;f!ffでも見られる呉常な分校法のようにも考

えられるL各細胞は一個の核を含むが下部では二個の ζ ともある。色素体は

i):して一定せず，*ITI粒状が普通であるが先端近くでは ζ の*¥11松があたかもず

ラメ雪状になり ，又それらが互に融合して側l院状になっているものも見られ

る。!娘細胞は問分胞子体のみに見られる。以上のように大問弁天島産のもの

は松島湾産のものと多少の柱154はあるが又共通点も多いので著者は今これら

をすべて同一種と考えている。今後大問弁天島より 雌i主体が得られればーj曹

とれらの関係を明らかにすることが出来ようo

雌性生殖器官の発達経過について著者は松島湾庄の個体でその詳細を明

らかにするととが出来た。 まずイ本の主jv~h又は枝の*\8胞に 2~3 個連続して助

細胞の母細胞 (auxiliarymother cell)が生ずる (Fig.III， 1) (乙 の母細胞は単

独に生ずる ζ ともあるが ζ のようなものは少ない)又 ζ れらは各細胞の両側

に対生的lζ生ずるのが普通であるが侍l乙は片側にのみ生ずるものもある

(Fig. III， 2)。 乙の両側の母細胞のうちのいづれか一方 (m，)が支持細胞の役

- 27ー
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f=1 も ~ rt ねてこれからカノレポゴシ枝を生ずる。 カノレ ポ ゴシ校は 4 位|制胞から成

りその第 1細胞は必ず母細胞 (m，)の下部 lζ 生じ，I順次反対側の母細胞 (m2)

の方lζ向ってジグずグ状lζ並びその節 4細胞がカノレボゴシ (c)になっている

(Fig. IV， 1)。受精毛は非常に長くて基部が僅かに膨れてい る乙とが多い。 カ

ノレ ポゴジが受精すると受粘毛は速かに消失し，乙れからまずf1~ 1帯 !ヨの辿給

*nllJ包 (co.)が反対側の母制l胞 (m，)の方{ζ向 って分裂される。 又乙の時期に

なると二つの母細胞はそれぞれの上側に助細胞 (a"a2) を分裂する (Fig.IV，

2)。助細胞はそのほ細胞にくらべるとかなり大きい。 助*IU胞が完成されると

カノレポゴシ及びさきに乙れより分裂した第 1辿絡細胞は各々吏に 1個ずつの

tf~ 2辿絡細胞 (co，)を互に反対側(外側)1と分裂して (Fig.IV， 3) (11寺lζはカノレ

ポゴシから分裂した第 2辿給制l胞は更 に第 3のjili絡細胞 (C03)を分裂 し(Fig.

IV， 4))それぞれ左右の助*111胞 (a"a2) と辿絡する。 乙のH寺各助制胞はこれら

の辿給細胞の方 lζ向って多少突起状 lζ )jö~ 出 している乙とが多い (Fig. IV， 3 

t-， 

co， 
ca 

.， .， 

Fig. 1V. Caluthamnion callothyllidicola YAM目

1-6 混Jj匹形成の )lliíF~を示す。 x200

al， a2 助制111泡 ca カルポゴン COt， C02J CU3.第 1(2， 3)迎#0細胞

go.成胞糸 I11}， m2助細胞の問調11胞 t.受精毛， )誌を施した細胞

はカルポゴン伎であることを示す。

-28-
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のa1)，。 その後助細胞は第 1成胞糸を分裂し， これからl順次分裂した成胞糸

の各細胞は巣胞子となって説呆を形成する。説来は 4個イ立の小仁[ζ分かれ，

先端が多少尖った梨来状，又は不規則な球状を成している。

本研究にあたり終始懇113なる御指導を賜わった北大理学部植物学教室山

田幸男教授に謹んで感謝の志を表する。又採集について1iliU便宜をいただき且

つ御教示を賜わった東北区水産研究所県木宗尚技官[ζ厚く御礼申し上げる。

Summary 

The present paper deals with some descriptions of the following two species 

of mar旧 巴 Rhodophycea巴 frol11 the northeastern HOl1shu， ]apan; 

Lomentaria lubn:ca (YENDO) YAMADA 

Hab.: Sai， Horotsuki (Aomori Pref.). 

This alga has a tenclency to grow 011 rocks or 011 th巴 otheralgae， e.g.， Sargas 

SU1/1. al1d Laurenc叫 at rather calm shallow beach. Anatomically， the froncl is 

cylindrical， forming always a central cavity ancl there is no diaphragm throughout 

the whole length. At the branchlets as well branches the frond consists of on巴

layer of large colourecl su rface cells ancl 2-3 lay巴rsof rhizoidal cells insicl巴 (Fig.II 

1， 2， 5). Near th巴 baseof the frol1cl the surface cells are loosely arranged and the 

rhizoiclal cells ar巴 exposedto the surface (Fig. II 3， 4) 

Callithamnioll calloρhyllidicola YAMADA 

Hab.: Matsushima Bay (Miyagi Pref.); Oma-Bentenjima (Aomori Pref.) 

Th巴 branchinghabit of the present species varies characteristically from each 

other accorcling to their being female， mal巴 ort巴trasporic(Fig. III 1， 3， 4， 5). Th巴

development of the cystocarp was trac巴dby th巴 materialsfrom Matsushima Bay 

(Fig. IV 1-6). 

29 -



ス ギ モ ク の 卵 害IJ における

皮 部 細胞質分 化 の 役 割

1-1ーl 沢信 午子

s. NAKAZAWA・ Roleof the cortical cytoplatiJ11 c1iffer-

entiation in th巴 じleavingCoccoρhor.α巴gg沿

さき!こ私は Coccoρhoraの卵の原形質分離{知ζついて報告し，そのなか

で卵のとがった部分および第 11l.!1卵剖の亦道十g:部域でとく lζ原形質分離がお

乙りやすいと とをのべた (NAKAZAWA， 1960a)，。 そのとき， とがった部分で

分離がおきやすいのは，原形町にイ:.j.:f支の減少がおとる場合に，とがった部分

はそれだけ表面エネノレギーが刊し、から，その突出をより小さくする方向に分

附するのがもっ とも能不がよく，その結以として突出したととろでまず原形

質が分離するのだと理解した。乙の理論は一般に細胞の角のととろから分離

が生じやすいという多くの実例とも一致し，今なお私の立場として変りがな

い。つぎに第 1回卵;叫において亦道'出'の部分でも原形到分離がおとりやすい

ととについてはつぎのように説明された。核分裂の終期において}/状体の占

める領域をしらべてみると，ちょうどj赤道怖:のと乙ろはその領域をはずれて

いる。他);において民状休は原形自のグノレ，その外はゾノレからなり立ってい

る乙 とがしられているから，L15長液によって原形質がちぢむときにはゾノレの

部分が品もちぢみの能率がよい。結果として赤道祁-のと乙ろでいちはやく原

形質分断があらわれる。 しかし，のちに私はとの説明ではjmwできない現象

[とぶつかったので，さきの説明をあらため，新しい説を拠出したい。

材料と方法

1960年 4月，r長虫臨海実験所の近くからとったスギ モク Coccoρhora

Langsdor fiiを培技し人工受付してから却 1回卵割がお乙るまでの各段階に

ついて実験した。まずさきに報告した原形質分離のパタ ーγをたしかめるた

めにくり返して問機のテス トをした。 卵を 2~3 7商の正常海水と j ~ 1ζ スライ

1: グラスに と り ， カ パー しないでそのまま刷微鋭でしらべる。もちろん原ll~

1'i分離していない。つぎにそのスラ イドグラスを動かさないようにそのまま

山形大学文理学部生物学教室

Biology D巴partment，Yamagala UniversilY， Yamagata， ]apan 
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対物レジズの下[乙放告すると ，水分の蒸発によって海水が濃縮され，原形質

分離がお乙る。乙れ(C1 i肉の正常海水を加えると原形質分離は復帰し， しば

らくしてまた分断する。 ζ うして何回も同ーの卵についてくり返した実験を

することができる。新鮮な正常の卵を空気ターピ γ式i4i心器lこよって重力の

約 25，000倍のiii心力で趨述心して卵内本を肘状に分脈し，乙ういう卵をささ

と同様lζ原形質分離させてみる。

結果と論議

日張海水のなかで受精直後の卵で・はJ!li全体が不規則[ζ収縮し原形質分離

はおとらない。とれは細胞膜!とまだセノレロ ーズが蓄積しないために股がやわ

らかで，原形質の収縮にともなってしわをつくるためである(図 1Bl，。受精

後卵が一端のややとがった卵形にかわる(図 1Cl。 乙のときにはとがった部

分からまず原形質分離がおとるのは以前の報告とおなじである。第 1巨|核分

裂がおとり ，赤道'iI¥・が決定すると原形質

分離はとがった部分と赤道符:とで同時に

おこる(図 1F， 2 B1。 つぎに卵を起遠心

すると返心力のかかった万向lこ応じて卵

の長!¥iUIと種々の角度に内容物の用状化が

あらわれる。 求心端lζは脂質いわゆる

図 1.

A，受精直後の卵。B，受精直後

の卵をE主張海水!といれて原形質収

紛がおこったところ。 C，受給に

j立形王室勤がおこっ?ご卵。 D，向上

の卵J)原形質分雌ιE，核分裂I白

後。 F，I司」の原形質分航。

一-:11 

" 

‘、

， 
A 

図2. m 1 fi11，f亥分裂直後の卵

8 

明、

o 

A，正常の卵。 B，正常卵の原形質分

離。 C，予定{反根極にIJiJ質が遠心分離

されたもの。D，同上の原形質分離。

一、印で示した部分はゼワーl留の内SE，
p印の部分が~II胸膜であることに注

む。 D の下~'ffijのように I両者がほ と んど

tifして?、るところもめる。
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oiI cap，自由水の脳，ついでプラ スチドと核，それから透明な細胞質が遠心

端までつづく。との透明な部域は卵を低張治水につけるととによってさらに

ふたつの)';Illこ区別される。プラス チド肘に近いJ111分はイ氏張潟水のなかでもい

ぜんとして透明であるが%心焔に近いfllilでは水を吸収して灰色になった粒

子の府からなっているのがわかる (NAlCAZAWA，1960b)。 これらのJi?i状化は

だいたいにおいて LEVHINC(1952)， WHlTAKER (1940)， KNAPP (1931)などの

実験と一致している。

さて重要なのはsIJの内容をいかに遠心力lζよって分けてみても，それに

よっては原形質分離のパタ ーシが影響されない乙とである。たとえば図 2C

は卵の頂端方向にiiE心力が作用して脂質がとがった部分にあつめられたもの

である。 したがって核はそれぞれプラスチド層内にj型もれてあり，星状体な

どはすでに倣壊されている。にもかかわらず図 2Dのようにこの卵の原形賢一

分離はやはり卵の赤道，lWの部分およびとがった部分であらわれる。のみなら

ず卵割問も正常の位置に形成される。遠心力が卯の長]1411IC対して垂直tcはた

らく と仮11方IC脂質，それからプラスチド と核とが分附してくる。 したがって

赤道帯のある部分は脂質，その反対似11は灰色位子のhすからなると とになる。

にもかかわらず原形質分離はやはり赤道'市のと乙ろからお乙る傾向をもって

いる。 ζ の奇i実は原形質分離のパターγが*11I1J包自のゾノレとグノレの分布などの

ような内容の配分lCは依存していない乙とを示している。つまり原形質一分離

のパターンはもっぱら遠心力ではよういに動かすととのできない卵の皮部細

胞質のある性質が部域的に分化 している乙と Kよって規定されるものと考え

られる。さらに一歩すすめると，亦道帯において新しい細胞膜が形成される

予定位置は星状体やがJ鋭体の位置な どによって長初[こは規定されるかもしれ

ないが， しかしのちにはそう い う エジド プラズム の ji~\造から独立した皮部細

胞質の分化としてあらわれるのである。モれがj支部細胞質のどういう分化で

あるか。それはつぎの問)習である。

WARTENBERG (1957， 1960)によると少なくとも Helodeaその他数極の

植物では原形自分雌は細胞膜から原形質l院がはなれるのでなくて，皮部{ζ近

い細胞質仁川こ大きく液!fclが生成するととである。 したがって原形質肢はなお

細胞膜と接しており，また今まで分離して生じたと考えられてきた主所は外

から細胞l伎を通して入った高張液がそ乙にあるのではなく ，原形質内iC分i必

された細胞液で占められていると考えられるロ しかしスギ モク卯の場合には
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ζれは適用されないようである。さきにのべたように節 1回核分裂のときに

卵の長車!bl乙対して棋に超述心すると卵の亦道'出;のある部分は求心端になって

脂質府がその位置を占め， 反対側は述心端で灰色粒子J~i からなる。にもかか

わらず ζ の両端は対称的lζ同時lζ原形質分断をおこす。乙れをもし WARTEN-

BERGの理論から説明すれば，液胞の形成が脂質， 透明白， 灰色松子などの

憎のなかでひとしくおこるという困難におちいる。そうでなく ， この場合lζ

原形質分離は液胞形成などのおとるよりもさらに周辺部の細胞質のある性質

が場所の間数として分化しており ，赤道;!日・のと乙ろで細胞膜とい ちばん離れ

やすいとすればスギモクでは説明がょういである。

エア ・コγプレツサーを拝借した元村勲先生および実験lζ協力を頂いた

木村有香先生と浅虫臨海実験所の皆さまにJ~、謝します。

Summary 

Eggs of Coccoρhora Langsdorfii were巴xperimentecl. A[ler fenilizalion， lhe egg 

is transformecl to an ovate form pointec! towarc!s one巴nc!，then th巴 自rslnuclear 

c!ivision takes place forming spincll巴 parallelwith the lo!H;ituclinal axis. At or later 

than the lelophase， but before actual formation of th巴segmentationwall， lhe plasmo-

lysis occurs at the pointecl 巴nc!which is the presumptivE: rhizoicl pole anc! in the 

equatorial zone (Figs. 1 F， 2 B). If th巴 eggis immersecl in a hypertonic solution 

after its contents were stratifiec! by means of ultracentrifuging at 25，000 tim巴sgravlty 

for five minutes， th巴 plasmolysisappears in the same paltern as in th巴 normalegg. 

H巴nじe，it seems that the tenc!ency in occu rrence of the plasmolysis along th巴 equator

is att:-ibutecl not to the arrangement of encloplasmic materials bllt to a じ巴rtainclif-

ferentialion of lhe cortical zon巴 oflh巴 protoplasm which is harclly movable by the 

centrifugal force. 
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ツルツル及びタンパノリとそれに類似の

紅藻類の雄性生殖器官についてー

田沢 伸 雄マー:日

N. TAZAWA: On the male r巴procluctiveorgans of Grateloutia 
tu.ruturu YAM.， Gratelouρia elliJ>tica HOLM.， ancl 

a few recl algae being similar to th巴m

ツノレツノレ， タジパノリ ， ブダラク， アカハダはムカデノ リ科 (Grate-

loupiaceael 1ζ属し， 外形はもとより内部構造(ζ於いてもよく類似している。

従来，ツノレツノレとタシパノリは Graleloupia属lζ，ブダラクは Aeodes属IC，

アカハダは Pachymel1ia属に入れられていたが， 111田幸男教授は 1952年

10月，日本植物学会大会K於ける特別措泌で，タシパノリ ，ブダラク，アカ

ハダの 3麗を一鮮として PachY111eniopsisなるおi腐を設定すべきであると発

表され， 以後， 川端消策教授 (北海道学芸大学)は，乙れらの体の構造，雌

性生殖器官等について研究され，本誌にもしばしば発表されているが，tJt性

生殖部官については不明なまま今日に至っている。筆者は.上記の 4極につ

いて却性体を得る乙とができ，乙れらの主IH1生殖器官の構造及び発達過程を

観祭したので，乙乙にその結果を報告する。

誌に，乙の研究をなすに当り，終始創l懇篤なる御指導を賜わった，ld、印li山

間幸男教授に謹んで感謝の立を表する。また研究材料の蒐集にお力添えをい

ただいた川嶋/1日二，辻1J;J:昭両氏lζ深謝する。

1. ツノレツノレ (Gratelouρiaturuturu YAM.) 

:HI性体はtH[性体及び凶分胞子体lζ比べて休の色は少し淡いが，一般に肉

眼的lζは殆んど識別し得ない。対Id往生殖機官はイヰの下部を除いた全而に形成

されるので表面観は後者よりも小さな細胞が密集している。

皮 l習は逝'お 4~5 )習で ， 最外胞の細胞は 5~7μ の楠円状で， 色:+Jf本を含

まず 些富な制l胞質をギjしている。乙れが精子l号制胞で一般に皮層五111胞から

1~2 倒形成される (Fig. 1lc 対H主体に於いて はeril巴な部分は体の下部を除

いてはほとんど見られないが，iif層を構成している細胞庖から考ーへて，精子

IIJ細胞は雌性体や四分胞子体の表皮細胞と homologousなものであろう z

松浦ー，111 EEl幸男同教授送路記念論文

北海道大学四!学部地物学教室
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精子母細胞は成熟すると ，体のぷifiiと平行lζ，或いは傾斜したilliでくび

れ，1~2仰の粘子裂を形成する。 成熟した車lIJ子裂は 4~511 の球状， 又は稿

円状でまi端がfvxれ，乙ζから精子を放出す る。

2 タYノ4ノリ (G1'aLelouρiaell iρtica HOLM.) 

雄性{本はタジパノ リの幼体として女nられている不規則な禁状で，体の目作

川

島

¥ 
へ竜一一

時剛--嶋崎、句‘ 規 制 . 

Fig. 1-4. iil性生殖機官を主主じたl主府部 x 1100 

Fig. 1. Gr，αtelOltρla tUJ叫 lIrnYAM 

Fig. 2. Gratelollρia e/liρlica HOLM 

Fig. 3. Aeodes lallceo/ala OI<，¥M 

Fig. 4. Pachy川円lIa口lrllosa]. AG 
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々rll;k:以南iの無柄の撒状根で‘ゲ;石lζ常生している。一般に却↑主体は他の似体

lζ 比べて体の色が少し淡いが， 肉 11民的なZEは殆んどない。対[~t主生7W(搭官は体

の1-11火部， j;~p ち ~1íl:状棋の生ずる附i止を除いて， 体の同而 fC形成される。

対t性体の112 用は誌だj享く ， 長桁円形の納1)J包からなる外皮w，: は 8~lO !，，'~': あ

り，その細胞列は表面{ζ直角lζ並び，数百l叉状 IC分以している。ただ表i支和i

胞は非常に利|長く ，他の外)J()1，"'':の再ILI 日包とは 明らかに区別される。~;j[~'1生生殆器

宵は外)J(h'':の細胞から形成されるが，雄tg，生殖器1き:を形成する外j交!留の細胞

はぷ而より 3~4 M 回で ， sterileな外皮胞の*HI胞と明らかに区別される。 即

ち sterileな部分の外皮殿は上述の如 く長栴円状の納I)J包からなり， 特iζ表)J(

{:1I11J包に於いては非常 Iζ細長い制l自であるが，主Ifr性生死l器宵を形成すべ き外)J(

Mの剤1111包はJ?!(状lζ近く顕著な叉状lζ分以している (Fig.2)。 外ぷtMの発達子VJ

NHζ於いては sterileな部分と fertileな部分とは全く区別:1¥来ないが，)支

Mのj努述lζ従い fertil巴な部分では球状の細胞が形成され， 大きさ の変化は

Fig. 5. Aeodes lallceolata OKAM の縦性

主iミFKlm72の発達過程 x600 
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あまり目立ないが，sterileな部分では長栴円状の細胞となり ，特lこ点皮細胞

は特徴的な細長い細胞へと発達する。そのため，刻fo性生殖器官は衣I.H¥II胞よ

りも内部に位i冒しているが，精子l号細胞と去Jj{*fll胞とは homologousなもの

と考えられる。村子宮jの形成方法はツノレツノレと同様である。

3 フダラク (Aeodeslanceolata OKAM.) 

j"f(性休!とは雌性体に見られる様な1差点は見られないが，外形的lζは雌性

体や!JI./分胞子体と区別出来ない。上:ffi性生Y'[I!(器官は体の下部を除き全而{ζ形成

され，発達の様式はタシパノリや後述のアカハダと同様である。

主lt性体のJ!<川は利iI字く ，桁円状，またはほぼ球状の細胞からなる外皮層

は4-5層からなり， 表而!ζ直角に並び，数回叉状lζ分自主している。 表皮細

胞はタジパノリと同様iC*JII長く ， 他の外l支町jの細胞とは明らかに区別され

る。 t;!g性生勉.部?守を形成する外政府の京[11胞列は表而より 3-4 l1'~，:目あたりで

sterileな外Jj{} !，~i の細胞子IJ と明らか lζ区別される 即ち sterileな部分の外及'

Mの細胞は楕円状lζ近く大型であるが，fertileな部分の外皮g{iの細胞は球状

に近く ，小型で，細胞数も多く ，明らかな叉状分岐が認められる (Fig.3)。

対t性生F凶器宵の形成初期では sterileなmi分の外皮庖と fertileな郎分

の外jj{層とは全く区別出来ないが (Fig.5-A¥， Jj{層の発達と共lζ fertileな

部分では球状の細胞が形成され (Fig.5-B)，大きさの変化はあまり目立たず，

次第!と顕著な叉状を示し，細胞数が増加するのに対し，steri 1巴な部分では楕

円状の細胞が形成され，部(はあまり多くならないが，次郎l乙大型になる。

乙れと同時lζsterileな部分の表Jj{細胞は特徴的な細長い細胞へと発達する

(Fig.5-C)。 そのため，fertileな部分と sterileな部分の細胞列とでは，細胞

数において前者の方が 2-3悩多いが， 各細胞が小型であるため， 対f'性生殖

器官は表皮細胞よりも内郎lζ'位置している (Figs.3， 5一D)o 精子裂の形成方

法はツノレ ツノレ及びタ シパノリと問機である a 、

4. アカハダ (PachyrneniacaY1'lQsa ]. AG.) 

本邦lζ於いて H アカハダ"とH子ぶ紅諜は古:森県大間附近産のものについ

て遠藤博士が Pachymeniacarnosa l AG.と同定されたものであるa 筆者が

観察した雌性体は大間産の乾燥標本である。

ま<<d主体は仙の個体と肉眼的lこ区別するととは出来ない。雄性生殖器官は

体の下部を除いた両国lζ形成され，その発達過程はタンパノリやフダラクと

同様なものと考えられる。皮層はタシノ〈ノリと同隊長だj享く ，長崎円状の組l
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胞からなる外皮 j刊は 1O~12 府あ り ， との細胞子IJは表而lζ斑fijIζ並び， 叉状

lζ分岐している。また表皮細胞は非常lζ細長く ，他の外)JzJ7iの古!日胞とは明ら

かに区別される。総性生殖器官を形成する外皮屈の細胞は表而より 2~3 府

で分化してい る。 ζ れらの fertileな細胞はタ γパノリやブダラクと異なり

sterileな外淡町jの前[J)J包とはほとんど区別しliltいが，t.1ii性生FHIllfEi宵は表皮細胞

よりも内f'，f5I c f:iI:円している点ではタシパノリやフダラクと同じである (Fig.

4)。また村子l可制11胞と表皮細胞とは homologousなものと三Jjえられるが， 乙

の点ではタジパノリとよく似ているω 村子うたーの形成方法は l泊三[:の 3精とま っ

たく同じである。

Resume 

The male r巴productive organs of GratelouPia tu.rlttur/.l Y八M.，Gratelo!ψla 

elliptica HOLM.， Aeocles lanceolata OKAM.， and Pachy川 eniacal7lOsa J. AG. <Ire 

represented by the peculiar charact巴rgiven as follows. 

1. Gratelo!ψia tllrlltwμYAM.-The outer cortex is composed of only a few 

rows of globose cells. The surface layer of the male thalllls is the spermatangial 

mothe1'.cells， which are borne from th巴 lastglobose cell of each cortical 1'ow (Fig 

1). 1t seems that the spermatangial mother-cell homologizes with the surface cell 

of the tetrnsporic and cystocarpic plants 

2. Grateloutia ellittica HOLMー 1na section of f巴rtile region of the mal巴

thallus it can be seen that the ollter cortex is occllpi巴dby the cell-1'olVs of t¥VO 

types: one type is composed of the rows of rather oblong vegetative-c巴IIs，and 

these rows are te1'minated by a si口gl巴巴longat巴dcel1; the other type consists of 

the rows of small globose-cells， and these 1'ows are de1'ived from the cortical cel1 

of th巴 thi1'dor fourth lnye1' from the surface， and are terminated by the pairs of 

spermatangial mother-cells. The spermatangial mother-cell is homologous with th巴

sterile sllrface c巴11，but lies in the second layer from the surface of st巴rilecell-row 

(Fig. 2) 

3. Aeocles lal1ceolata OKAM.-The outer cortex is composed of the c巴l1-1'ows

of two types as in G. ellψtzca; one ty p巴 isth巴 rowsof rath巴rglobose large cells， 

while th巴 otheris the small globos巴 cells. Th巴 latter1'ows are derived from the 

co1'tical c巴IIof the thi rd 01' fou rth lay巴l' from the su rfac巴， and are terminated by 

th巴 sp巴1'matangialmother-cel1s. These rows consist of flve or six layers， bllt the 

spermatangial mother-cells are situated at th巴 secondlayer from the surface of ste1'ile 

cell-ro¥Vs (Fig. 3). 

4. Pachymenia cartlosa J. AG.-The ollter co1'tex consisls of th巴 cell-ro¥Vsof 

t¥Vo types as in G. elliptica; one type is thc rows of oblong cells， while the otheJ 

is rather globose cells. The former rows are term日latedby a single elongated cell 

The latter roll'S are derived f1'o111 the cOrlical cell of second or third layer fro111 

the sllrface， and these rows are terminated bv the single or pairs of spermatangial 
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mother-cells. The sp巴rmatangialmother-cell is homologous with the 5t巴rilesurface 

cell， but lieδnear the bas巴 ofth巴 surface cell (Fig. 4) 
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小石]と着生するマリモ属植物の附着器官

阪井!#志雄日 ・根 本幸人4

Y. SAKAI and S. ENOMOTO: Attaching organ of a species 

of Aegagropila gro¥Ving on small stones 

マ リモ属植物 (Aegagroρila)は多くの場合話形集団を形成し， 又或る

ものは，湖底等 lとマッ ト状tζひろがり，いわゆる マット 状集団を形成するも

のである。その訟団形成{ζ関して，発生初期lζは，他の回形物 (主 として牒)

[ζ附着したものが，それを核として，日記は又，後に遊離して趨形集団と成る

との説がある (西村 ;1923， p. 106.岡田 ;1938， p. 792t 又他物 lζ附着して

いる状態を写真で示したものもある (WAERN; 1932， Figs. 2， 3， 4)が着生の

ための附着器官 !と関しては殆んど記I1えもされず， 又， 図も与えられていな

。、
'
uv 

筆者等は昭和 33年 8刀及び 34i~二 10 刀の 2 凪 ， 北泌道文化財保護委員

会の依l属により 山田教授を長とし， 阿米fi胡の特別天然記念物マリモ (Aega

groρila saute7' i ) の調査を行なった際， 同湖水中より 小石 (小角T~巨) ， 木片等

に若生している マ リモ属植物を採集したので， ととにその着工生の状態等を報

レ ム ヲ

主主3 令。

採集地点は マ リモの生育場所として知られているテクノレイや， キネタ ン

守 北海道大学座学部杖i物学教室
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ぺからは少し離れた湖

水中の 17地点。 即ち

湖岸， 或は湖水中 の

島の沿岸近くである。

(Fig. 1)。 水深は 1~5

m，11寺IC::12.5 m の処も

あり，底質は砂，或は

岩盤で，多数の小石が

散在してい る。 乙の小

石のあるものに着生し

たマリモ属植物が見ら

れ，附近lζはVャヂク

モ (Charαsp)がよく

生育している傾向が見

られる。波打ぎわ等の

、、

6 

I下引で7イ析す
抽">l''V';'¥

耳E

-マ

， 
。 '00。静‘ '¥J' 8 

Fig. 1. 阿~i~Jにおけ る磯上におとi二したマリモ府組

物の採必地点。 ローマ数字は 1958年のJ采集地点。

アラビア数字は 195911::の採集地点。

湖岸[ζ極めて近い浅所，iiifJ水1:1]火官官等の深目Fr，底質が軟泥，粘土の所からは，

附活ーするマ リモ属他物を見出す乙 とが出来なかった。

採集は湖沼用採泥掃を船上から使用して行なった 2 材料はピンセッ トで

礁から 剥附しホノレマリ γで固定，グリセリンプレパラ ート として検鏡 したι

被着生体は多く岩石片(l諜)で，I時[ζ将兵「(ヨ ν-Phragmitescommunis 

の根の断片)である乙ともある。 乙れらの1擦は泥岩，安山岩，石英11l而岩

質の ilを石等の角礁であり ， そ の大 き さは 3~8 cm で， 形は球状， 板状 ， 卵形

等とさまざまである。
まばら

植物体が棟lと着生する状態は，礁の表面lζ比較的政lζ， しっかりと着生

しているものと，密lζ，ゆるくお生するものとがある。前者の体は短かく ，

ピシセットで剥離する には可成り強く引張らなくてはならないが，後者では

体が長く ，容易lとl疎か ら剥献するととが出米るu

i深， 稗片等の他物lζ附着する植物体の治生部分(附着器官)は全て， 糸

状体の細胞から二次的lζ発出した仮根 (rhizoid)である a マリモ属植物が仮

根を生ず るととは極 く浩一通の乙と であるが，盤状，1契状等の糸状体の集団で

は，仮根は全て糸状体相互が組絡するためのものであり，他物[ζ着生するた

めのものではない。その形状は比較的附単で，糸状体lζ ラセ γ状l乙巻きつく ，
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いわゆる Cirroid(Hericoid)であ るか， 或は仮綴の先端が馬蹄形に分岐し他

の糸状体を把握してい るものとかである。 然るに， 他 物IC着生するた め の

Fig. 2. A， B， C 仮根の先端の細胞映が(111長して際の表而!とはりついた状

態の Dermoidx 58. D 仮恨の先端細胞に若るしい悩眼形成があり

分節し Knotenbuscher状となったもの，及び糸状体相互の緩絡のための

Hericoicl. x58. E， G 仮根の先端が分校し=次的に仮股が発iぶしてい

る Stolonid.x 58. F， H， 1.仮似のうも紛が掌状になり handf凸rmlg状と

なっているもの。 x58.
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仮根Iζは，その形状にさまざまなものがあり，今日までに KJELLMAN(1898)， 

BRAND (1902， 1907)， HEERING (1921)等がジオグサ属 (Cladophora)，及びマ

リモ属植物の球形集団等から報告した仮根のすべての型を含んでいる。即ち

糸状体から発1:l:Jした仮根の先端が掌状lζ分l岐し，指状の部分で他物の表面を

把握しているもの (handformig)(Fig. 2， F， H， 1)，仮1授の先端細胞に著るし

Fig. 3. A， B. 植物体下部及び先端部の 2カ所で磁l亡者生する糸状体の全

形 x25. C， Aの糸状休下部の仮綬の一部 x58. D， Aの糸状休上部

の{反板の一部 x58.
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い隔膜形成が行なわれ小さく分節したいわゆる Knotenbuscherとなってい

るもの (Fig.2， D)，仮根の先端{ζ隔j肢を生じ，細胞l院がイ判長して他物の表面

にはりついた状態の Dermoid(Fig. 2， A， B， C)， 附着を強めるために補強的

K生じたと見られるもの (Verstarkungsrhizoid一健成仮根)(Fig. 3， C)，附着

のための仮根の先端から更に二次的lζ発出し，基質上を旬旬した形のもの

(Stolonid) (Fig. 2， E， G)等がある。 これらの他lζ， 前述のマリモ属植物lζ

一般に見られる纏絡のための仮根も見られる (Fig.2， D， H， 1; Fig. 3， A， B)。

乙れらの仮根は概して校の基部細胞，或は校の母細胞の下部から発出，

下降し，母細胞とはその太さを著るしく奥{ζ し，細くなっている。長さは個

体によってまちまちであるが太さは 14.5-36.3μ である。内容物は多くの場

合充実しているが，なかにはあまり充実していないもの，或は全く内容物を

欠き細胞膜だけが残っているもの等がある。後者は本来内容物が存在してい

たものが，後消失し細胞膜だけが残ったものと考えられる。仮根の発出は植

物体の下部K多く見られるが， 極く稀れには， 糸状体上部(先端細胞)にも

見られる ζとがある (Fig.3， A， B， Cl，。 乙の場合， 糸状体下部から発出した

仮根で他物Iζ附着すると同時に，糸状体上部からも仮根を発出して他物[ζ附

着している。乙れはマリ モ属植物の極性 (polarity)が絶対的なものではない

乙とを示すーっの例と見るととが出来ると思われる。

とれら他物lと着生する植物体の成因については，糸状体の形態，仮根の

発出方波及び形態等から， ζ の植物が一次的な仮根を発出し，成長したもの

とは考えられず，他所で発生し，水中を浮滋していた糸状体が，たまたま水

の動きの少ない，比較的深部の磯上lζ静止 し，やがて糸状体から仮根を発出

し，ζれが他物上[ζ発達し，附着器としての働きを持ち附着生育する状態、lζ

至るものと考えられる。即ち，マリモ属植物の仮根は，本来糸状体相互の題

絡のためのもの と考えられているが，適当な対象物と，附着器として発達す

る適当な条件(水流，水深，底質等)があれば，他物』ζ附渚するための器官と

なり，植物体は他物{ζ着生する乙とが出来るものと考えられるら

今回採集の， ζ れらのマ リモ属植物の種については，採集地点の二，三

の地点の周辺lζ大量の Aegagroρilasauteri KUETZING (マリ モ)が生育して

いる ζとから，同穫がたまたま礁の上lζ静止し，着生したものとも考えられ

る。

事実.~f者宅:の研究室では水流を与えた培養器中で小石 lζ悶着した マ リ
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モの糸状体を観察している。然 し，乙のマリモ属植物をよく観察 している と

糸状体を作る節間細胞が今日 までに記載された淡水産マリモ属植物よ り着る

しく太く (上部で直径 72.5μ，下部で 219μ)， 綿棒状をな し， その細胞l院は

厚 く，かつ固いとと，仮根の形態等の点で，マリ モと同種と は考 え られな

い。とれら は，阿寒湖の附近の唐路湖から既κ報告されている Aeg.sauleri 

f.ρrofunda HEERING (管里子，1934)とも異るものである。乙 の植物はむしろ

さの点で Aeg.canescens KJELLMAN IC，節間細胞の形状等で Aeg.ho!satica 

KUETZING，或は Aeg.martensii MENEG~ . !C共通する点が多い。 然し， 今

回，阿寒河jから はζ の穏の植物の盤形集団を も，又マット状集団をも採集す

る事は出来なかった。

ヌド稿を終るに当り 現地lζ於いて種々御助言を賜り ，又御校聞を賜った山

田幸男先生lζ衷心より感謝の怠を表 します。

Summary 

We visited Lake Akan in Hokkaido twice， in 1958 and 1959 to clarify the 

distribution of AegagroPila sautel-i KUETZING (Lake Ball or “Marimo" in ]apanese) 

which is found in th巴 lake.We collected and observecl various species of Aega-

groρila attached to small stones ancl fragm巴ntsof plants there 

1n som巴 resp巴ctse.g. the dimension and shape of the segments， and fOI・m of 

rhizoids， the attaching a1ga resemb1es Aeg. cauesce1lS， Aeg. holsatica， or Aeg. 1I1artensii 

ralher than Aeg. sauteri. But we could not collect ball-shaped aggr巴gationof the 

species. They are found from 1-5m， rarely up to low in depth on the sandy bottom 

wh巴rether巴 arescattered small stones (Fig. 1). 

Their attachm巴ntorgan is on1y a secondary adventitious rhizoid， and the 

rhizoid contains various forms of so-cal1cd“Dermoid" (Fig. 2， A， B， C)， '‘Hericoid" 

(Fig. 2， D)，“Knoten buscher" (Fig. 2， D)，“Sto10nid" (Fig. 2， E， G) ancl “handformig" 

(Fig. 2， F， H， 1). Th巴senames wer巴 givenby BRAND， KjELLMAN and the others 

chie日yfor the五1amentsforming the ball-shaped aggregations 

These rhizoids usually occur in lhe lower parts of the日lam巴nts，but lh巴yoccur 

occasionally al50 in the upper parts， and in such cases the五lamentsar巴 attached

to stones with both lower ancl upper ends of the filamenls (Fig. 3， A， B， C). This 

shows that the plants of ilegagroPila have not perfect polarity. 

It seems that these rhizoids are fundamentally due to mutual entangling of 

lilaments， but when the五lamentsgrow U]J on the stones accidental1y， these rhizoids 

come to serve as attachment organs， and finally the result i5 that the plants become 
entirely attached to the stones 

文 献
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- 44-



久内: 医療に供される務類 123 

Entstehung. Ark. f. Bot. Bd. 26A， No. 11， pl. 10. BRAI¥"D， F. (1902)・DicCladophora-

Aegagropilen des Susswassers. Heclwigia， Vol. 51， pp. 34-71. BR.'¥I¥"D， F. (1909); Uber 

die morphologischen Verhaltnisse c1er Cladophora-Basis. Ber. Deursch. Bot. Gesel 

BcI. 27， pp. 292-300. HEERING， W. (1921); Die Suss¥¥"asser-Flora Deutschlancls， 

Osterreichs und c1er Schweiz. Heft 7. Chlorophyceac IV， p. 57 笹野利助 (1934); 

日本産マリモの研究.主として球形集団について.水産学会総， Vol. 2， No. 5， p. 217. 

KJELLMA~ ， F. R. (1898); Zur Organographie und SystemaLik c1er Aegagropilen. 

KOSTER， ]. TH. (1959); Groene wierballen in Neclerlanclse plassen. De Levencle 

NalUur， Jaargang 62， pp. 178-182. 西村真琴 (1923) 越線の禁状体がf5Eìr~>Ï空間を形成す

るの原理. 植物学~!誌， Vo¥. 37， No. 9， pp. 432-438. 岡困惑ー (1938)・択促島i!E毛主謀の
毛主形集団に関する一考察植物研究雑誌， Vol. 14， No. 12， pp. 791-798 悶回答ー (1953)

本州で発見のマリモの一新変極に就いて.開立科学防物館研究報特，No. 32， pp. 99-103. 
OKAD.'¥， Y. (1957); On a new variety of Aeg，αgroj>ila. sa.uteri iOllncl in Lake Yama-

naka. Bull. Facul. Fisch.， Nagasaki Univ. No. 5， pp. 41-52. 1渓井与志雄 (L952)・マ っ
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医療に 供 さ れ る藻類

久内清孝

K. HISA UCHI; Sea 、、reeclsllsecl fo r mecl i c孔1appliances 

ある必要があって本朝食鑑(元帥 5=1692)のフノリのととろを見たら，

海羅という字をあてて大要次のような怠瞬、のととが書いてあった。 ri括経は

鹿角菜のととで古人は乙れを食したが，近世では紙をすく人が糊料として用

いるだけで， ζ れを食う人はないB 本草綱同によると女子が理髪l乙用いると

あるが，枯り気のため毛髪の古しれるのをふせぐ κ役立つとある。ま乙とにそ

の通つだ。今婦人が事!Uをの とき滑胎として利用するが結果はよい(原i英文L

乙こでは名称、上の乙とはとりあげないで利用の而だけを話題!ζするが， まず

文中にも=は食べたが元総の今日では食べないとある点だが，元Jp.年時代の文化

人はめし上らなかったかも知れないが，漁村l乙は ζ れをたべる風習の残って

いるところもある。その例の一つ!と伊豆の宇佐美の一部ではフクロ フノリ の

生品を味噌汁のみとするととがある。それはそれとして， とれを主!~;主の場合

lζ利用すると いう点はいずれ本草網目のうけうりで1-1本で笑行されたかどう

かは矢口るよしもない。とにかく医療に使はれた記録にはなるがi宗本卜な民間燦
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法の範囲を出ない。

もう一つは LaminariaCloustonii EDM.の柄部を少しく加工 した程度

のもので医療上 Stipiteslaminariae (ラミナリア指h)と称して欠く べからざる

専門医の要具として使はれているものである。実物は長さ約 6~7 cm，太さ

径 2.6mm位で一端lζ紐がつけてあり， 太さを番号で区別して使用のとき適

当な太さのものを番号で選定するようになっている。日本では材料供給維の

ため コシ プの食べる部分のうすいととろだけを縦lζ巻き乾して紐をつけ，ほ

んものと同形同大のものとし Japolamiaという名称で製造販売していた製

薬会社もあったが，本物K くらべ断面に同心円の模様が見え，乙れが湿気を

;貯びると巻きが戻るため全然ソリッ ドである本物には劣るといはれた。そん

なわけで勿論医療器具である。もっとも近頃別の代用品もできているが，誌

類とは関係ない。

、
‘i 

‘ 

日 本製 ラ E ナリヤ i~1i (x 1.5) 

髪 菜 話; 義

久 内 清 孝

K. HISAUCHI: “Fa tsai"， a Chinese 
eclible Nostoc in mar1也t

中華料理の材料商のj苫頭でときどき見かけるものの一つに髪菜 (fatsai) 

がある。とれについては故遠藤吉三郎陣士が他物学雑誌 26巻 (1912)Iζ波欧
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の途次広東や香港の

市場で藻類の市販品

をしらべて 「海藻ノ

淡名ニ就テ」と題し

て報告され，その中

lζ~莱をあげ， 明治

39年頃横浜市 で 聞

かれた物産共進会で

乙れを見た乙とがあ

ると書いているけれ

ども同定はしなかっ

た。ついで翌年，故岡

久内 : 愛菜談主主 125 

主総網"・・・4

横浜で買った髪菜

村金太郎博士は同誌 27巻 (1913)で，明治 44年(1911)Iζ台湾総督府殖庖局が

発行した 「支那食料植物」という印刷物!c::SETCHELL氏が lVOStOCC0l11111Une 

V AUCH. var. fiagelliforme (BURK.巴tCURT) BORN. et FLAH. と鑑定している

乙とを指摘し，かつ和欧両文で詳説し，黄河上流水域の石上に生ずることを

明記された。 更に木村重氏は川jf.，風土記 (1948)という単行本を札幌の北方

出版社から出版し， その中で~菜を l始舵の|敏商が奥地から包Iifilζ運んでくる

のを見た乙とや，1935年の統計ーでは寧夏だけでも年産 267，080斤に達してい

る乙とや，一人一日の採集立が l斤位である乙と，広東料理の献立表にある

羅漢斉または羅漢莱には髪莱が必らず用いられる等々興味ある記事をのせて

いるし，また髪菜を同音別字で発財と書いて縁起をかつぐ乙とも書いている。

さて私の~菜の知識の程度は乙れ位のものであるが， 作家郎永漠氏は近著

「象牙の箸」の 195頁に乙れを「海草Jとかいている。また旺文字土の 日華大

辞典には「苔類，みづどけ，食用となる」とだけしか書いてない。要するに

よくわかっていないようであるが，上にかかげた文献によれば明らかに黄河

上流地方の水中岩石上に生えるネシジュモ科の藻であるが，南方は消費地で

あるため異相がよく知られていないのであろう。奥地から1治!庇の背で包頭l乙

は乙ばれ，更に南方lζ送られ，そこで消費されるのであって，産地と消費地

とのみちのりは千旦の路を述しとせずど乙ろではない。乙乙まで書いたら急、

lζ 乙れがほしくなったので東京都内の心当りをさがしたが駄目なので，昭

和 13年の昔菌類の小林義雄氏と横浜の南京町(現今では中華街)の庖頭で見
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つけたとき小林氏が喜んで， 矢部吉禎氏の迫稿支那植物叢書(博物学滋古第2

弱)を 19411ζ編集されたとき写真入で脚註として書かれ，当時 1斤6円であ

った乙とを記録されたことなど思い出 し，早速いって見たととろ，すぐ見つ

かったので久しぶりで乎にいれた。 市価は 100グラムで約 400円で大正 13

年とはだいぶ高くなっているが，貨幣価値を考えれば当然である。それから

j苫主に輸入先をきいたら広東だと答えたが，ずいぶん速くから複雑な経路を

経て私の手に入ったわけである。そ ζ で私は乙れを U本式料理として用いら

れないものかと，いろいろためして見たら酢のものはもちろん，なんにで も

使えるととがわかった。 ζ とに加熱しても，とけないので，いろいろな煮物

にまぜて用いると， どの場合lとも合うようである。もちろんいろいろな意味

で主食にはならない。なおとの藻については資源植物事典lζ書いであるが，

それからだいぶたつので一応書いておく。

新 著 紹 介

広瀬弘幸著 : 藻類学総説， 内田老鶴岡発行，本文 506頁，図版 1，掃図 229，学術

語索引(和)16頁，間(英)12頁，和名索引 33頁，学名索引 26頁，定価 1，500円。

著者の匹、師山田幸男同士の序文にもあるように，広瀬博士は学生時代からよく本を読

まれたが，よく本を読んだ人にして，初めて書き得た大著で，故岡村金太郎先生の名著，

藻類系統学の現代版ともいう可き本でもあり， 更に内容を検討していけば， SCHUSSNIG 

の Protophytenkundeや ZIMMERMA:--IN の Phylogenieder Pflanzenの袖珍本といっ

た匂いのする本である。

努11部， g5123ーは政類学の発達史で， 18世紀以降，現代までの藻類に関する主な著書

や業らなを年代別に列挙して，かんたんに説明し，終りに現在活動している部類学者の名と

その専門内容を個別(Jjにlf;げている。特にわが国の蕊類学の発達については，岡村金太郎

に始まる東京大学理学部系，三宅験ーに始まる東京大学j込学部系，宮部金吾，述ii*i吉三郎

に始まる北海道大学出学部水産系，田原正人に始まる東北大学}lll学部系およひ:111田幸男l仁

始まる北佐道大学理学部系の各系に分けて制11大洩らさず諸学者の名を挙げてその生立を説

明し，わが国の誌類学の全貌を切らかにしている。

釘 22Zは下等植物の分知学で， ]USSIEU， EICHLERから TIppo，ENGLERまでの分

類大系を列挙し，著者のな見をも述べている。また分類大系4例をかかげた上で，箸者自

身の.ft宣物分ぷi大系も示している。ここに著者年米の主張であるその系統樹の主幹を 2本に

分け，盤渓，紅潔，子~I礼担子îÆlとつづく主幹と ， 黄色鞭毛郡からユーグレナ，緑藻，

輪藻.'iI'f:苔，2F歯，種子組物とつづく主幹とを考え，黄色鞭毛潔から分以して褐藻類を頂
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端とする l主伎を考え，その主校の中に黄色鞭毛藻，主主謀，褐色鞭毛藻，(1品鞭毛藻が入る

としていて，こ の，rr~見が本文中の随所に見られる。

第 2部は主主類の形態で， 五議類の分類の規準 (Criteria)としての形質を述べている。

第 l章は生殖で，生殖細胞の外形，繊毛(鞭毛)の有無，それらの長さ，数，附着点，

限点，収縮胞について述べている。しかし SCHUSSNIGのように電子顕微鏡 による 解明

がないのは残念であるが，わが国の事情では十分文献資料を集め得なかったからであろう。

第 2章の誌類の性では，受精物 質 (Gamon)について MOEWUSと KUI-INの化学的

研究を述べ性決定物質 (Termon)におよんでいる。

第3主主は生活史，核相交代，世代交代についての著者の年来の椛怨を公けにしている。

すなわち， 単J七|世代を Gまたは gで示 し，複相世代を Sまたは sであらわし， 両世代を

比較する同一に，外形の大なるものを大文字で，小なるものを小文字で示している。しかし

ツユノ イト (Derbesia)の生活史は G.S. (GAキSA)型と示し，その表現に苦心と細かい配

慮の跡がうかがえる。また寄生の場合は gとか @とかの記号を用いている。

第 4章は遊走子，胞子， 接合子の初期発生の形態的特性を挙げ，分類の規準として重

視すべき諸点、を述べている。

第 5章は栄養体の細胞構造を述べ，単細胞と多細胞 1核性と多核性， 細胞分裂の 3

型，染色体，葉緑素などの色素体について述べている。

第 3怒り;諜の種類で，分類学者としての著者はその細部にわたって述べたいところで

あろうが， 紙数の都合で相当おさえているι すなわち綱という植物群単位で，その特徴を

明快に述べ，各網間の差異，更に各自問の差異も明らかにしている。

E主藻凋は GEITLERの分類によっており，紅E邸周では自の分類規準である造果器ので

き方を述べ，更に発生形式の重要性を説いている。 珪藻綱では， ri設の構造と分類を結びつ

け模式図でこれを示している。褐言葉綱では遊定子裂の穏:類と遊定子形成をわかり易く述べ，

緑蕊綱では，体制の比較を略図で示し，世代交代も要領よく 説明している。

術語索引は和→英，英→和と双方から引けるので，辞典的利用価値がある。

(猪野俊平 岡山大学理学部生物学教室)

テイラ ー 箸

南北 ア メ リカ東海岸 熱 帯 及 び 亜 熱 帯 の 海 藻

W. R. TAYLOR: Marine algae of the eastern tropical and subtropical coasts of 

the Americas (Th巴 Universityof Michigan Press， Ann Arbor， 1960， pp.I-IX， 1-870， 

内 94枚の図版又は写真版を含む)

著者はその壮年の瑚即ち 1924勾iから 1926年に至る年間， 毎年夏期 Carnegie

Institution ofもiVashingtonの DryTorlugasの臨海笑験所に滞在して附近に産する多数
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の熱lilJ性海務の研究に従事しその結果として Themarine algae of Florida， with special 

reference to the Dry Tortugasの大著を初めとして其他多数の論文を公にしたが其後も

カリブ海，ベノレムダ， コスタリカ，更にビキ ニ， ガラパゴス等大西洋並びに太平洋熱帯及

び亜熱ゆ地方の海荻に就て永年研究を続けているが，本書はその内南北岡アメリカ大陸の

東海岸に於ける熱帯及び亜熱帯圏内に産する海漢の総括的記載である。F!Pち北は合衆国ノ

ースカロライナ州から南はプラヲJレの沿岸に至る{切に産する 760詔，140変種等{乞就て一

々委しい記載文を与へ 94 に及ぶ図版の精巧なW~剖図及び外形図叉は写只によって記文を

補ている。 此所に記ilaされている海藻は緑藻，話緑色縦毛務，褐色綴毛務，黄色鞭毛務，

褐藻，紅藻の 6若手であるが比等の特徴は勿論の乙と更に小 さな群即ち科，属等l乙就て も委

しく特徴を述べ，叉夫々の科， 腐，草UI1:就てはわかり易い検索表を掲げて相互間の区別を

明かにしている。叉各組の記文の後には夫々ill嬰な文献を記し，更に各種毎t'C.委しい分布

を述べているがそれは単に今迄の文献に現われたものばかりでなく ，ニ ューヨ ーク植物園

やハーバー ド大学の11昔楽官官，其{也の標本によって明かと なった新産地を多数加えている。

乙れ等の記文の後には本訟に於て新fこに新群としたものの羅典文の記載文を与えているが

それは新種とされたもの8(内2極は Dr.THlVYによるもの)，新変種 4，新併合等 14紐で

あるが，更に 'vVurdemanniaceaeなる新科が設けられている。勿論これは Wurdemallllia

m口liata(DRAPARNAUO) FELDMANN巴tHAMELをタ イプとした もので，テングサ科と

共にテングサ自に入れられている。本極は襲来を欠 くが栄養体の構造は，テングサ科に入

れられるテングサモドキ属 (Gelidiopsis)に近いが本科の四分胞子は自の字状に分割するの

で，テングサ科のものの三角錐状に削れるものと異なる。

以上の外著者は此等地方 に於ける泌務研究の歴史を述べfこ後特にフロリダ，ベJレムダ

地方に於ては海磁の詳細|な生自主的観主主を行ない，超々の著しい特微ある景観を見事な写真

版をも 用いて記述 しており砂地，Df!，地，岩泌等の外マングロ ーブの根上に形成されるコケ

モドキ，アヤ ギヌ等の税務につき叉有名な SargassoSeaを作る浮世1f-性のホ J ダハラの一

種に就ても報告している。更に垂直分布l乙就ても一言ふれる所があり ，それによれば 30J11 

の深所に於て見出される約 130極の内訳は緑言語 56，栂務 15，紅言語 60であり ，50 mの深所

ではそ乙に生育する 60砲の内34極が緑務，10 flliが褐務，16租が紅藻である。更に 70m 

に下れば全数 31の種類の内縁談は 21極， 褐談は 1-2極， 紅部は 9額である。 叉 90m

の海底では生育する海藻 23極の内訳は緑藻 12極3 褐務 1-2極，紅務 9極である。即ち

少くともフロリダ，ベJレムダ，カリブ海等に於ては緑藻は紅務と同程度の深所の生活に適

応 し得るものであ る と 云ふ。 (向 乙れに類似の ~ß笑は我が沿岸に於て も嘗て殖回，岡田両博

士によって我が沿岸からも報ぜられている)向かかる深所の海底は非常に軟かく且つ低湿

であり，緑務は殆ど全部ミ Jレ目(Siphonal巴s)に!認するもので， しか もそれ等の体は皆通常

の緑色を保っている という 。叉紅部類のかかる深所に産する極は緑藻程その所属は一定し

ていないが然しイギス目(Ceramiales)に属する砲が多いと いう。 以上の外海岸に於け る海
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議採集の諸注;な，叉此等を保有三する方法，薬品等ーに就いても行届いた記載，注意等が述べ

られている。従って本警は特に熱僻及び亜熱紛の地方の海藻l仁関心をもっ者にとっては不

可欠の参考t!?である乙とは言を侯たないが，叉一般務類に興味を有する者にとっても頗る

有能な指導{!J:という乙とが出来る。価格は米佃i19.50ドルである。

(山田幸男 北海道大学理学部植物学教室)

学会録事

会員 移動

(昭和 35年 8月 16日より 12月 15日まで)

新入会 (16名)

住所 変更 (8名)
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退会 (1名)

早粟 t議

12月15日現在会員数 342名

本学会評議員会記事

本会第 8回総会に先立って当日午後 51可30分より 6J!守まで， 1青l場所21特会議室に於

いて本会持議員会が開催された。

出席者・ (A)評議以 l時四郎 (北海道)，新崎盛敏(関東)，瀬木紀男 (中部)，広瀬弘

幸(近畿)，猪野俊平 (I:JJ1;gJ・四国)，瀬川宗吉(九州)，生駒主主博 (擬薦)。

(B)会長一山田幸見。 (C)幹事一中村義輝，舟橋説往。(敬称略，順不同)

欠席長 木下虎一郎(北海道)，黒木宗尚(東北)，片田笑(関東)，八木繁一 (推鵡)の

各評議員(黒木 ・片田町汗議員は瀬川持議員に委任した)。

全評議員 11名中7名出席更に2名の欠席評議員の委任を加えて下記の事項につき 意

見を極めた。

l. l'佐応評議員として生駒義的，八木繁一両氏を推関 したい旨山田会長より発言 これ

を了承する。

2. I昭和 34年卒業年度内に於ける庶務 ・会計報告の原案を舟橋幹事より説明 これを

承認する。

3. 機関雑誌 「藻類」の英文略名につき広瀬訴訟員fjfA三の原案につを討議した。

..J. 本会の全校は他学会に比して低成と恩われるが値上げのl碍j闘にさーているのではな

いかとの立見があったが，当分現状維，民というととにした。

5. 脳除~~類学会の成立につき会長より説明があり ， 雑誌の発行(1:不定期， 会授は年

2.80ドル (1ポンド，邦貨約 1，000円)であるこ と等の大要が明らかにされ， 何れ同学会か

ら会員各制に連絡がある と，乙:うから f~ヲ 1\の*~類学会会員多数の入会を希堕する ， 尚その案

内状にもある と思うが我邦の世話人には会長がなっているので，入会申込書，会貨を添え

て申出ありたい，一指して手続をとるとの説明があった。

6. 其の他。 ["'泌類」のパックナムパー，合本用パインダーとして，例えば雑誌 「遺

伝」の場合は 1倒 lOOPi付で求められる様だが，本学金でもその採用を検討してはどうか

ということになり，革ir的併設はにその詳細にっさ調べて戴こう という要望事項があった。
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本学会第 8回総会記事

本会第8回総会は，日本植物学会第 25回大会第2日自の去る llJ::!3日午後 61汚より

約 3時間に豆り大阪大学医学部附属病院恵済団大ホール(大板市北区中之島)に於いて開

催された。出席会員は53名に達し下記の順序で会が行なわれた。

1. 開会の辞 . 中村幹£より定刻より 10分程遅れたが直ちに第8回総会を始めた

い旨の挨拶があった。

2. 会長の挨拶 : 慈に本会も第8回目の総会を多数会員の出席のもとに聞く ことが

できたことは麗ばしい，叉本タこれより上映される映画 「マリン・スノー」は会員津村孝

平氏の御効力によるものであり，そして本会会開催準備に努力された地元会員に対してそ

の労をねぎらう旨の挨拶があったり

3. 議長選出: 慣例により地元会員中 より今掘宏三氏が選出された。

4. 庶務 ・会計報告 : さきに木誌第8巻第 l号末頁に印刷した昭和 34年度報告(自

昭和 34.-1.1至35.3.31)に基づき，舟橋幹苓 が報告し承認を得た。 又昭和 35年4月以降

の中間報告を行なった。 flPわち総会当日 までの新入会者をも含め 11月3日現在の会員数

は339名であることが明らかにされた。 そして昭和 35年度分の会員の会費納入状況は凡

そ 2/3納入済であり，残余は 12片発行の 「誌類J87"Jo3号に，未納将に通知書を同封して

納入を促し，御協力をねがえれば，会の運営lヒも支障を米たすことはないという見解に達

した。

5. 推薦評議員 ・ 予ねて保留されていた推薦評議員について，本路上山田会長より

生駒義博，八木繁ーの両氏に依嘱したい旨の発言があった。 これは昨年度のfJlJ台市東北大

学に於ける第7回総会に於いて，会長が外国出張のため不花につき，t佳 !~!j ~~~議員の指名及

びその時期につき会長lζ一任し，改めて総会の承認を姿しないという 申し合わせになって

いたものであるが，今回この総会の席上会長より発表されたものである。これで名地区別

選出評議員 9名に，推薦評議員の上記 2氏を加え，本学会の全;、f.議員数は 11名となった。

6. 国際誌類学会蛮|ぷ藻類学会の設立につき山田会長より説明があり，総誌の発

行は不定期，会費は年額2.80ドル (1ポンド，邦貨約 1，000円)である こと等の大要が明ら

かにされた。何れ会員各個宛案内があると恩うが， 本会会員多数の入会を希望したい，尚

その案内状にもある と思うが我国の世話人には会長がなっているので，入会申込書及び会

貨を添えて申出ありたい， 国内会員の入会希望者を一括して手続をとりたいとの説明があ

った。

7. その他 : 次いで質疑応答に移ったが，会員中沢信午氏より「議類」の論文に英

文題目及び摘要があるが，これを別刷にした場合に出典が不明となるが，これに対して出

典を示す方法，例えば脚註にでも「藻類」の英文略名称，巻，号をつける等を考慮してはど

うかとの発言があり，会員各i立の立見が沢山あったが結局編集部一任ということになった。
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日本務類学会第8恒l総会 ・懇親会の様子(於大阪大学)

一一 (ここで総会を打ち切り 611寺30分より懇親会に移った)一一

8 懇親会 司会者広瀬弘幸氏の名司会のも とに会食がつづけられた。次いで 71時

より東京シネマ作品 (1960)イーストマン・カラー「マリン・スノ ー」 一石油の起源 全3巻

を上映した。 出席者一同多大の感銘を受けた。

映画終了後 711守30分より会員の自己紹介に先立ち，この席上にその著書 “A Biblio-

graphy of East巴rnAsiatic Botany"で知られている E.H. W ALKER氏が姿をみせ，彼

自身の多年に豆る努力の結511「東亜地域の植物学文献目録増加訂正の部」脱稿の説明があ

った。同氏の退席後， 国~ml，' )1聞に自 己紹介にうつり筏めて和やかな易:囲気のも とにひととき

をすごした。また当日新しく入会された江越千代，千葉尚二， 西沢一俊，岡部作ーの4氏

も出席，会員に紹介された。 かくて極めて盛会視に 91時15分今町l宏三氏の音頭のも とに

乾杯を行ない散会し， 用也、されたパユに同乗し夫々の宿舎に帰投したι 最後に;$:会合開催

に当り格別の御世話をいただいた地元会員広瀬弘幸氏，今期宏三氏を始めその教室員各位

に深謝いたします。又l快阿上映のため街l尽力下された会員津村孝平氏，東京シヰ ?H並ひ‘
に当日会の様子を録影 ・ 答日首下された会員深瀬欲氏に厚くお礼を ~Iì し上げます。

(後記) 本会評ー議員瀬川宗吉氏は当夜の日、l'議員会に出RiL 引きつづいて行なわれたこ

の総会の席上，会計に関する質問後 2-3分を経て突如倒れ，直ちに阪大病院北病棟 2)1皆

の第 5急救室に入院されました。 111‘し主主:識恢復することなく翌4日午前 11侍25分脳軟化

症のため永眠されました。誌に深く 哀悼の意を表して記事を終ります。(舟橋幹事記)
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本学会所蔵の雑誌及び論文別刷目録

(1959. 12. 1 ~ 1960. 11. 30聞に受領せしもの)

局。

TAKEMOTO， T.: Kanic acid. 

TAKEMOTO， T.・ Pharmazeutische Studien uber die Bestandteile 

山川ala. Jap. Jour. Pharmacy & Chemistry， Vol. xxxr， No. 8. 

KOSTER， J. TH.: Groene wierballen in Nederlandse plassen. De Levencle Natuur， 

Jaargang 62 

津村孝平 ;珪藻類の顕微鏡用標本について (1).植物趣味，Vol. 20， No. 3 (1959). 

津村孝平 ・ 珪後鞭毛虫類図説.横浜市大論叢， Vol. 11， No. 1 (1959) 

三木寿子・山岸秀夫 :植物細胞に対する凍結乾燥法の手1]用.植物学雑誌，Vol. 73， No. 859 

(1960). 

須藤俊造 :

Cholldria 

アサクサノリの室内培養への方法について.水産増殖，Vol. 7， No. 3 (1960)ー

スケレトヰ マのための人工培養液.水産増殖，Vol. 7， No. 2 (1959) 

養鯵池の Microcystissp.の培養について.水産増殖，Vol. 7， No. 2 (1959). 

農林水産技術会議 : 魚食性底魚類の食性に関する研究.農林水産技術会議研究成果 2

(1960). 

津村孝平 :

von 

見1]

;日~~菜類の顕微鏡用標本について (II) . 植物趣味， Vol. 20， No. 4 (1960). 

珪誌類属名語原注解.横浜市大論叢，Vol. 11， No. 2 (1960) 

千葉大学文理学部 ・ 銚子臨海研究分室

福島博ー 淡水E菜類学に関する参考書 1.検浜市大学論叢， Vol. 9， No. 2. 

ヰングJレ島の淡水滋;iji(予報)横浜市大学論叢，Vol. 10， No目 2.

銚子臨海研究分室研究報告 (1959).
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谷口森俊 ・大阪湾沿岸の海藻群落学的研究 Acta Phytotax. Geobot. Vol. XVIII， No 

2-3. 

志摩英虞湾の海藻群落.日本生態学会誌，Vol. 10， No. 3 (1960). 

相模湾沿岸の海深刻'落学的研究.日本生態学会誌，Vol. 10， No. 2 (1960). 

有明海三角附近の潮間帯海藻群溶医学と生物学，Vol. 49， No. 4 (1958). 

別府湾豊岡附近の海藻群落医学と生物学， Vol. 49， No. 5 (1958)ー

土佐，i甫内湾の海藻群落.医学と生物学，Vol. 52， No. 1 (1959). 

青森県深浦の海蕊群落医学と生物学，Vol. 53， No. 4 (1959). 

岡山県下津井附近の海議群落.医学と生物学，Vol. 55， No. 4 (1960) 

香川県志度の海藻群落.医学と生物学，Vol. 55， No. 6 (1960) 

雑誌

Acta Biologica Venezu巴lica:Vol. 2， Art. 29-Art. 35. 

60TAHYl4ECKYl白河<YPHAJ1: TOM. 44， No. 5-ToM. 45， No. 7 

海洋与湖沼 :第 2巻，第 3j羽

日本E留学会会報 Vol.II， No. 2-Vol. II， No. 4 

水産庁内海区水産研究所研究報告1Jin3号 (87-93).

横浜市立大学紀要 No.112， Ser. C-31. 

単行 本

広瀬弘幸 藻類学総説.内田老鶴岡 (1昭和 34年)

本会評議員 瀬川宗吉 氏は去る 11月4日脳軟化症の為大阪に於いて 突然逝去され

ました。 ここに謹んで哀悼の意を表します。 日本藻類学会
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定規稿投

会員諸君から大体次の事柄を御含みのよ投稿を期待します。

言語類に関する小論文(称l文)，綜説，論文抄録，雑録等。

原縞掲載の取捨，掲載の順序，体裁及び校正は役員会に一任の Eと。

3. 別刷の主主用は著者負担とする。但し小論文，綜税，総合抄鍛に限りその 50部分

の費用十士会にて負担する。

4.小論文，綜説，総合抄録は 400字詰原稿用紙 12枚位迄，;ft;他は同上 6枚位迄を

限度とし凶版等のスペースは此の内に合まれる。

倫小論文，綜説K限り.欧文題目及び本文半頁以内の欧文嫡要を付すること。欧文

は成る可く ，英，独語を用うる乙と。

原簡は平仮名混札機当としなるべく 400字詰原稿用紙を用うること。

1. 

2. 

5. 

術学会に関する通信11:，キし幌市北大Fjj学部他物学教室内本会庶お，会計又は編集幹

事宛とし幹事の個人名は一切使用せぬよう特に注意の乙と。
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